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局地的な豪雨で大きな被害

大雨には十分な警戒を 
　８月20日から22日にかけ発生した集中豪雨は市内

各地で河川の氾濫や農地、道路の冠水などの大きな

被害を及ぼし、また27日未明の大雨でも土砂崩れや

道路の陥没などの被害が再び発生しました。海と山

と川に抱かれた本市はまた、水害など自然災害の脅

威を免れず、なお、十分な注意と警戒が必要です。

　このたびの水害で被害を受けられた方々に心から

お見舞いを申し上げますとともに、早期復旧に向け

た取り組みへのご協力をお願いします。
　　　   　　　（左：冠水した国道108号　８月22日・由利地域）
　　　  　 　　（右：被災地を視察する市長　８月26日・同地域）

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています

表
紙
の
紹
介

　
本
海
番
楽
は
三
百
八
十
年
余
り
の
長
い
歴

史
を
有
す
る
民
俗
文
化
財
。
鳥
海
獅
子
ま
つ

り
の
舞
台
で
は
、
猿
倉
講
中
の
村
上
潔
考
君
、

真
坂
知
寿
君
、
村
上
公
彦
君
た
ち
二
十
代
の

面
々
が
「
祓
い
獅
子
」
と
「
や
さ
ぎ
獅
子
」

＝
写
真
＝
を
活
発
に
、
ま
た
八
木
山
講
中
の

佐
藤
汰
一
君
（
川
内
小
二
年
）
も
キ
レ
の
あ

る
「
御
神
楽
」
を
披
露
し
、
大
き
な
拍
手
を

浴
び
ま
し
た
。 

　
演
じ
手
な
ど
の
高
齢
化
や
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
民
俗
芸
能
の
伝
承
が
難
し

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
伝
統
の
舞
を

受
け
継
ぐ
「
若
い
力
」
に
先
輩
や
地
域
の
人

た
ち
も
温
か
い
眼
差
し
を
向
け
な
が
ら
、
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

はんらん



　
訪
問
先
の
バ
ー
ツ
市
と
は
、
友
好
都
市

協
定
を
調
印
し
た
旧
本
荘
市
が
平
成
十
一

年
か
ら
一
年
お
き
に
相
互
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
六
十
一
人
の

中
学
生
が
同
市
を
訪
問
。今
回
は
、矢
島
・

大
内
・
東
由
利
地
域
の
生
徒
た
ち
も
初
め

て
加
わ
り
ま
し
た
。�

　
佐
々
田
教
育
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団

一
行
は
、
ロ
ン
ド
ン
空
港
を
経
由
し
て
二

十
五
日
深
夜
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
到
着
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
へ
。
翌
二
十
六
日
か

ら
本
格
的
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
ス
タ
ー
ト

し
、
家
族
と
過
ご
し
な
が
ら
日
本
の
文
化

を
紹
介
し
た
り
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
思
い
思
い
に
交
流
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
バ
ー
ツ
市
や
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト

の
観
光
施
設
巡
り
を
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

街
並
み
や
文
化
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
大

い
に
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。�

�

　
ふ
れ
あ
い
通
じ
、豊
か
な
心
を
育
む�

�

　
初
め
て
の
海
外
と
あ
っ
て
、
訪
問
直
後

は
少
な
か
ら
ず
戸
惑
い
も
あ
っ
た
は
ず
の

生
徒
た
ち
で
す
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

自
然
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
れ
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
心
の
広

さ
と
優
し
さ
を
感
じ
、
国
際
交
流
に
必
要

な
の
は
言
葉
や
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。�

　
見
る
も
の
、
聞
く
こ
と
す
べ
て
が
新
鮮

に
映
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
。
次
に
、
生
徒
た

ち
が
積
極
的
に
研
修
し
た
様
子
や
感
想
な

ど
を
拾
っ
て
み
ま
す
。�

打
矢
梓
沙
さ
ん（
本
荘
北
中
・
三
年
）�

　
一
番
感
激
し
た
の
は
、
何
世
紀
も

前
の
建
物
や
大
聖
堂
で
す
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
家
族
は
み
ん
な
優
し
い

人
た
ち
で
し
た
。
言
葉
が
う
ま
く
通

じ
ず
大
変
で
し
た
の
で
、
も
っ
と
英

語
を
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

村
井
勝
貴
君（
本
荘
北
中
・
三
年
）�

　
一
週
間
が
短
く
感
じ
ら
れ
る
ホ
ー�

ム
ス
テ
イ
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を�

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か�

ら
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
、
外
国
人�

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る�

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

伊
藤
貴
人
君（
本
荘
北
中
・
二
年
）�

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
伝
統
的
な
文
化
・

建
造
物
を
大
切
に
守
っ
て
い
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
今
度
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
人
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
日
本
の
伝
統
や
文
化
の
素
晴

ら
し
さ
を
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
。�

浅
田
明
子
さ
ん（
本
荘
北
中
・
一
年
）

　
今
回
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
良
い
と
こ

ろ
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
、

合
わ
せ
て
日
本
の
良
さ
や
繊
細
さ
も

実
感
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
と
し
て
迎
え
入
れ
る
ま
で
に
、
し

っ
か
り
英
語
を
勉
強
し
た
い
で
す
。�
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　「青少年ハンガリー友好交流訪問」が７月２５日から８月１日まで�
の日程で行われ、本市の中学生１４人がハンガリー共和国バーツ市を�
訪問。６日間の現地滞在中、一般家庭でのホームステイを体験しな�
がら、社会見学や交流を深めました。�
　生徒たちが出会いを通して感じた国際交流、ホームステイの思い�
出などを交え、訪問の様子を紹介します。�
�

視野を広げ、世界に羽ばたく�

友好都市�

！�！�

七
月
二
十
五
日
水
　
市
役
所
で�

　
出
発
式
。
午
後
、
成
田
空
港�

　
か
ら
出
国
し
、
深
夜
に
ハ
ン�

　
ガ
リ
ー
着
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ�

　
先
へ
バ
ス
で
移
動
。�

七
月
二
十
六
日
木
　
市
内
見
学
。�

七
月
二
十
七
日
金
　
首
都
ブ
ダ�

　
ペ
ス
ト
で
歴
史
や
文
化
に
触�

　
れ
る
。�

七
月
二
十
八
日
土
　
ホ
ス
ト
フ

　
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
。�

七
月
二
十
九
日
日
　
船
で
市
外�

　
近
郊
の
都
市
（
ド
ナ
ウ
ベ
ン

�

ト
、
エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
、
ウ
オ�

　
ー
タ
ー
パ
ー
ク
）
を
巡
る
。

七
月
三
十
日
月
　
ホ
ス
ト
フ
ァ�

　
ミ
リ
ー
と
交
流
。
夕
食
会
。�

七
月
三
十
一
日
火
　
バ
ー
ツ
市�

　
か
ら
移
動
。
昼
、
出
国
。�

八
月
一
日
水
　
昼
前
に
成
田
空�

　
港
着
。
市
役
所
で
解
散
式
。�

今
回
の
訪
問
日
程�

ド
ナ
ウ
川
と
国
会
議
事
堂�

　バーツ市はハンガリー共和国の首都ブダペストの
北に位置する小都市。11世紀にキリスト教の自治区
として礎が築かれたものの、16世紀にトルコ軍によ
って全滅させられた後、1075年に司教区の街として
誕生。古くからドナウ川を渡る交易中継点として繁
栄し、1746年にオーストリア・ハプスブルク帝国の
女帝マリア・テレジアが訪れたのを記念し、国内唯
一の凱旋門を建設するなど隆盛を極める。�
　ブダペストから初めて鉄道が敷設された所として
も有名。市の中心には格調高い大聖堂や宮殿がたた
ずみ、歴史と文化の薫りを醸し出している。高校、
大学、音楽学校などが連携を図る、教育熱心な「学
園都市」である。�
●日本からの時間　飛行機で日本（成田空港）→イギ
リス（ロンドン・ヒースロー空港・約12時間）、イギ
リス→ハンガリー（フェリヘジ空港・約３時間半）、
フェリヘジ空港から北へ約３５㌔。（車で約１時間）�
●人口　約３万５千人。�
●主要産業　繊維工業、セメント工業など。　�
　近隣都市にはTDKなどが進出している。�

「バーツ市」はこんな都市�
ま  ち�

…
…
団
員
の
感
想�

フランス�

イギリス�

オランダ�

ベルギー�

スイス�

ドイツ�

ポーランド�

チェコ�

オーストリア�

スロバキア�

ベラルーシ�

ウクライナ�

ハンガリー
ブダペスト

ルーマニア�

ブルガリア�

セルビア�

ア
ル
バ
ニ
ア� ギリシャ�

スロベニア�
クロアチア�

ボスニア・�
ヘルツェゴビナ�

イタリア�

地中海�

北海�

●
●

バーツ市�

は
ぐ
く�
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佐
藤
翔
子
さ
ん（
本
荘
南
中
・
三
年
）

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
に
本

当
に
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
お

互
い
を
理
解
す
る
気
持
ち
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。�

小
花
絵
梨
さ
ん（
本
荘
南
中
・
二
年
）�

　
教
会
の
壁
画
や
天
井
画
が
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。
路
上
駐
車
が
多
か

っ
た
り
信
号
も
低
か
っ
た
り
し
て
、

本
荘
と
は
違
う
光
景
で
し
た
。
日
本

よ
り
自
由
な
感
じ
で
、
時
間
が
ゆ
っ

く
り
流
れ
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。�

太
田
夏
実
さ
ん（
本
荘
南
中
・
二
年
）

　
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
、
文
化

の
違
い
を
学
ぶ
、
英
語
で
気
持
ち
を

伝
え
る
と
い
う
目
標
は
、
ほ
ぼ
達
成

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。�

村
上
陽
香
さ
ん（
本
荘
南
中
・
二
年
）�

　
バ
ー
ツ
の
町
並
み
、
人
、
建
物
、

ド
ナ
ウ
川
、
澄
み
切
っ
た
青
空
な
ど

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
も
の
、
触
れ

る
も
の
す
べ
て
が
感
動
の
連
続
で
し

た
。
今
回
学
ん
だ
経
験
を
こ
れ
か
ら

の
生
活
で
役
立
た
せ
た
い
で
す
。�

菊
地
美
希
さ
ん（
本
荘
東
中
・
一
年
）�

　
国
会
議
事
堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

に
は
、
日
本
と
は
違
う
光
と
色
の
美

し
さ
が
あ
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

英
語
で
話
す
こ
と
と
書
く
こ
と
の
差

を
感
じ
た
り
し
ま
し
た
が
、
と
て
も

い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。�

赤
坂
昌
樹
君（
本
荘
東
中
・
一
年
）�

　
英
語
と
英
会
話
は
思
っ
た
以
上
に

違
い
ま
し
た
が
、
言
葉
の
通
じ
な
い

相
手
で
も
サ
ッ
カ
ー
は
ボ
ー
ル
だ
け

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立

つ
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
多
く
の
人

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。�

茂
木
由
布
さ
ん（
矢
島
中
・
三
年
）
　�

　
一
番
の
思
い
出
は
、
踊
っ
た
り
歌

っ
た
り
し
て
す
ご
く
盛
り
上
が
っ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
全
員
と
の
お
別

れ
会
。み
ん
な
親
切
で
、安
心
で
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

伊
東
悠
香
さ
ん（
矢
島
中
・
二
年
）�

　
大
聖
堂
、
凱
旋
門
、
国
会
議
事
堂

な
ど
の
実
物
を
見
た
こ
と
に
感
動
が

あ
ふ
れ
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

光
景
や
経
験
の
す
べ
て
が
印
象
的
で
、

今
回
の
訪
問
は
私
の
宝
物
で
す
。�

畠
山
勇
人
君（
東
由
利
中
・
二
年
）
　�

　
日
本
の
文
化
に
興
味
の
あ
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
こ
ま
や
折
り
紙
の

お
土
産
で
遊
ん
だ
り
、
バ
ー
ツ
祭
の

パ
レ
ー
ド
に
行
っ
た
り
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
滞
在
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。�

掘
　
聖
花
さ
ん（
出
羽
中
・
二
年
）�

  

バ
ー
ツ
市
で
の
観
光
や
施
設
見
学
、

行
事
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
は
貴
重

な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
言
葉
、
衣

食
住
、
文
化
な
ど
の
想
像
以
上
の
違

い
に
驚
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
国
で
し
た
。�

　夢のような出会いや体験に満ちた６日間。日本から遠く離れた国の
空気にも順応し、積極的に活動する中学生。ホストファミリーと素直に
向き合い、ハンガリーの文化や習慣を吸収していく頼もしさが感じら
れました。心と心のふれあいが生んだ思い出の数々をご覧ください―。�

●カメラが見つけた国際交流�

壮麗な教会内部�

プールの前で記念撮影（エステルゴムで）�

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別
れ
会
で
”合
唱
“�

バーツ大聖堂をカメラに収める子どもたち�

バーツ市の招請を受けた柳田市長、井島議長とともに�
エステル

ゴムの大
聖堂を見

学�



　
本
荘
工
業
団
地
へ
の
進
出
を
決
め
た
Ｔ

Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
（
上
釜
健
宏
社
長
）は
、
全

額
出
資
す
る
Ｔ
Ｄ
Ｋ
―
Ｍ
Ｃ
Ｃ（
本
社
に
か

ほ
市
・
大
場
秀
一
社
長
）
の
本
荘
工
場
と

し
て
新
工
場
の
建
設
に
着
手
し
八
月
八
日
、

工
事
の
安
全
な
ど
祈
願
し
て
地
鎮
祭
を
行

い
ま
し
た
。 

　
地
鎮
祭
に
は
上
釜
社
長
や
大
場
社
長
を

は
じ
め
、
柳
田
市
長
な
ど
市
や
県
の
関
係

者
約
百
人
が
参
列
し
、
鍬
入
れ
の
儀
式
や

玉
ぐ
し
を
捧
げ
、来
年
五
月
に
操
業
を
目
指

す
新
工
場
の
完
成
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。 

　
新
工
場
は
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
取
得
し
た
工
業
団

地
の
用
地
約
二
十
五
万
平
方
　
の
敷
地
に

建
設
し
、
工
場
な
ど
の
建
築
面
積
は
五
万

七
千
五
百
三
平
方
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
工
場
で
は
、
年
々
需
要
が
拡
大
し
Ｔ
Ｄ

Ｋ
の
主
要
製
品
と
し
て
今
後
も
市
場
競
争

力
を
強
化
し
て
い
く
重
要
な
製
品
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン

デ
ン
サ
を
製
造
。
製
品
は
技
術
的
進
化
が

伴
う
こ
と
か
ら
、
既
存
の
工
場
群
に
近
い

本
荘
工
業
団
地
で
の
増
産
体
制
を
構
築
す

る
も
の
で
、
五
百
十
三
億
五
千
百
万
円
の

資
本
を
投
下
す
る
計
画
で
す
。 

　
ま
た
、
秋
田
県
に
提
出
さ
れ
た
計
画
で

は
、
従
業
員
な
ど
の
雇
用
規
模
は
、
創
業

時
の
来
年
五
月
に
四
百
人
、
二
年
目
の
二

十
一
年
度
に
は

八
百
人
で
将
来

的
に
は
千
四
百

人
態
勢
を
見
込

ん
で
お
り
、
新

規
の
就
業
機
会

が
創
出
さ
れ
る

こ
と
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
夏
の
交
通
安
全
運
動（
八
月
一
日
〜
十
日
）

の
締
め
く
く
り
と
な
る
八
月
十
日
、
本
荘

文
化
会
館
を
会
場
に
第
三
回
交
通
安
全
市

民
大
会
が
市
民
約
千
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
始
め
に
、
交
通
事
故
犠
牲
者
の
霊
に
対

す
る
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
あ
と
、
交
通

安
全
に
功
労
さ
れ
た
十
二
個
人
と
一
団
体

へ
感
謝
状
を
贈
呈
。
ま
た
、
交
通
安
全
ハ

ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
市

内
の
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
小
学
生

の
部
で
は
、
応
募
総
数
七
百
三
十
五
通
の

中
か
ら
十
人
が
、
六
十
五
歳
以
上
を
対
象

と
し
た
高
齢
者
の
部
で
は
、
応
募
総
数
六

十
九
通
の
中
か
ら
三
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
柳
田
市
長
は
「
市
民
一
人
一
人
が
事
故

を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
大
事
。
こ
れ
か
ら
日
沿
道
の

開
通
、
国
体
の
開
催
な
ど
今
ま
で
以
上
に

車
の
流
れ
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
を
よ
く
知
ら
な
い
人
が
訪
れ
る
こ

と
も
多
く
な
る
た
め
、
親
切
に
教
え
て
あ

げ
る
気
配
り
が
必
要
。
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
心
が
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。 

 

　
続
い
て
市
内
の
小
・
中
学
生
と
高
校
生

の
三
人
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
自
ら
の
実

体
験
や
考
え
な
ど
を
発
表
。
「
運
転
者
と

歩
行
者
が
お
互
い
に
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

が
大
切
。
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
自
ら
を

守
る
バ
リ
ア
ー
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
市
民
一
人
一
人
が
よ
り
一
層
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
す
大
会
宣
言
を
市
交
通
安

全
母
の
会
の
布
施
隆
子
副
会
長
が
宣
言
し
、

満
場
の
拍
手
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
終
了
後
に
は
交
通
安
全
を
市
民
に

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
本
荘
文
化
会
館
前
か
ら
本

荘
公
園
ま
で
の
間
を
、
秋
田
県
警
察
音
楽

隊
を
先
頭
に
参
加
者
全
員
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
に
対
す
る
機
運

を
高
め
ま
し
た
。 

７ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ ６ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ ９ １ 

Ｔ
Ｄ
Ｋ
―
Ｍ
Ｃ
Ｃ
が
新
工
場
建
設
に
着
手 

操
業
は
来
年
五
月
、
将
来
雇
用
は
千
四
百
人 

Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
工
場
建
設
が
始
ま
り
、
就
業
機
会
の
新
た
な
創
出
の 

期
待
が
膨
ら
む
本
荘
工
業
団
地
の
全
景
（
８
月
２３
日
撮
影
） 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

建設工事の安全を祈願した地鎮祭 

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
市
民
　 

人
が
参
加 

1,000

交通安全に功労された皆さん 交通安全ハガキコンクール受賞者の皆さん 

満場の拍手で大会宣言が決議されました 

秋
田
県
警
察
音
楽
隊
が
先
導
し
た
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド 

市
長
と
握
手
す
る
体
験
発
表
者 

交

通

安

全

市

民

大

会 
本

荘

工

業

団

地 

に
膨
ら
む
期
待 

　
市
歌
を
作
詞
し
た
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
と
、
作
曲
を
手
が

け
た
俊
太
郎
さ
ん
の
息
子
・
賢
作
さ
ん
親
子
に
よ
る
「
詩

と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
八
月
二
十
五
日
、
本
荘
文
化

会
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
訪
れ
た
約
千
百
人
が
、
世
代
を

超
え
て
活
躍
す
る
二
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
賢
作
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
由

利
本
荘
市
歌
の
合
唱
で
幕
開
け
。
賢
作
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に

乗
っ
て
、
市
合
唱
連
盟
と
本
荘
北
中
学
校
合
唱
部
の
伸
び

や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。 

　
続
い
て
俊
太
郎
さ
ん
が
登
場
す
る
と
、
会
場
か
ら
は
よ

り
一
層
大
き
な
拍
手
が
。
俊
太
郎
さ
ん
は
「
市
歌
の
合
唱

を
始
め
て
聴
い
た
け
ど
、
本
当
に
す
ば
ら
し
く
て
感
動
し

ま
し
た
。
由
利
本
荘
市
に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
詞

が
こ
の
土
地
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で
安
心
し
ま
し
た
。
メ

ロ
デ
ィ
も
大
変
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
笑
）」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
り
、
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。 

　
俊
太
郎
さ
ん
が
語
り
か
け
る
よ
う
に
詩
の
朗
読
を
始
め

る
と
、
賢
作
さ
ん
が
詩
の
風
景
を
映
し
出
す
よ
う
に
ピ
ア

ノ
を
演
奏
。
合
間
に
は
親
子
な
ら
で
は
の
軽
妙
な
掛
け
合

い
が
会
場
の
笑
い
を
誘
う
な
ど
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
や
さ

し
い
朗
読
あ
り
、
情
熱
的
な
ピ
ア
ノ
も
あ
り
、
歌
も
笑
い

も
あ
る
な
ど
、
二
人
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

　
す
ば
ら
し
い
世
界
を
作
り
出
し
て
く
れ
た
二
人
に
は
、

市
合
唱
連
盟
の
市
歌
指
導
者
と
本
荘
北
中
学
校
合
唱
部
の

代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
花
束
を
贈
呈
。
最
後
は
「
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
鼻
歌
な
ど
で
気
軽
に
口
ず
さ
む
よ
う
な

市
歌
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
賢
作
さ
ん
の
呼
び
か
け

で
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
市
歌
を
歌
い
、
コ
ン
サ
ー
ト

は
感
動
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
秋
田
市
か
ら
訪
れ
た
田
口
映
さ
ん
（
四
十
六
歳
）
は
、

「
す
ば
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
谷
川
先
生
の
こ
と

を
ず
っ
と
尊
敬
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
巡

り
合
え
て
と
て
も
光
栄
で
す
」
と
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
様
子

で
話
し
て
い
ま
し
た
。 
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二
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
神
仏
混
交
の

ま
つ
り
「
赤
田
大
仏
ま
つ
り
」
が

八
月
二
十
二
日
、
本
荘
地
域
赤
田

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
前
日
に
神
明

社
で
一
夜
を
明
か
し
た
大
仏
の
分

身
で
あ
る
観
音
様
を
み
こ
し
に
乗

せ
、
白
装
束
の
若
衆
に
担
が
れ
て

長
谷
寺
へ
帰
る
も
の

で
、
そ
の
道
の
り
を

五
穀
豊
穣
や
無
病
息

災
を
願
っ
て
披
露
さ

れ
る
獅
子
舞
や
社
切

な
ど
の
行
列
と
と
も

に
に
ぎ
や
か
に
お
寺

へ
戻
り
ま
す
。

　

み
こ
し
は
大
仏
殿
の
周
り
を
三

度
巡
り
、
舞
や
踊
り
と
と
も
に
無

事
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
大
勢
の
人
は
「
県
記

録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
も

選
定
さ
れ
て
い
る
に
ぎ
や
か
な
ま

つ
り
に
見
入
り
な
が
ら
、
み
こ
し

に
手
を
合
わ
せ
た
り
、
カ
メ
ラ
で

　

地
元
の
大
切
な
民
謡
「
本
荘
追

分
」
を
後
世
に
受
け
継
い
で
い
こ

う
と
「
第
二
十
四
回
本
荘
追
分
全

国
大
会
」（
市
商
工
会
主
催
）
が

八
月
十
八
、
十
九
日
の
両
日
、
本

荘
文
化
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

民
謡
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
本
県

に
あ
っ
て
も
、
唄
い
こ
な
す
の
が

大
変
難
し
い
民
謡
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
「
本
荘
追
分
」。
全
国
各

地
か
ら
多
く
の
民
謡
愛
好
家
が
訪

れ
る
こ
の
大
会
に
は
「
年
少
の
部
」

に
九
人
、「
高
年
の
部
」
に
五
十

六
人
、「
大
賞
の
部
」
に
は
七
十

七
人
の
計
百
四
十
二
人
が
出
場
。

十
八
日
に
は
予
選
が
、
十
九
日
に

は
大
賞
の
部
の
二
次
予
選
と
各
部

の
決
選
が
行
わ
れ
、
出
場
者
は
日

ご
ろ
鍛
え
た
自
慢
の
の
ど
を
披
露
。

情
緒
豊
か
に
唄
い
上
げ
ら
れ
る

「
本
荘
追
分
」
に
訪
れ
た
大
勢
の

聴
衆
が
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

【
上
位
入
賞
者
】

▽
大
賞
の
部　

優
勝
…
田
中
恵
さ

　

ん
（
秋
田
市
）、
準
優
勝
…
須

　

田
政
博
さ
ん
（
由
利
本
荘
市
）、

　

第
三
位
…
浅
野
晴
香
さ
ん
（
秋

　

田
市
）

▽
高
年
の
部　

最
優
秀
賞
…
斉
藤

　

栄
さ
ん
（
大
仙
市
）、
優
秀
賞

　

…
三
浦
ヒ
ナ
子
さ
ん（
大
仙
市
）

▽
年
少
の
部　

最
優
秀
賞
…
畠
山

　

栞
さ
ん
（
大
館
市
）、
優
秀
賞

　

…
古
谷
享
子
さ
ん
（
大
仙
市
）

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
た

り
と
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

音
楽
や
ダ
ン
ス
、
大
道
芸
な
ど

大
衆
に
見
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
む
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
イ
ン
大
内

（
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
イ
ン

大
内
実
行
委
員
会
主
催
）
が
八
月

十
八
日
、
は
ー
と
ぽ
ー
と
大
内
ぽ

ぽ
ろ
っ
こ
屋
外
特
設
会
場
で
行
わ

れ
、
超
神
ネ
イ
ガ
ー
の
ラ
イ
バ
ル

「
戦
斗
魚
船
・
ア
ラ
ゲ
マ
ル

シ
ョ
ー
」
や
「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
多
彩

な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
十
チ
ー
ム
が
出
場

し
た
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
弾
き
語
り
や

ヤ
ー
ト
セ
、
楽
器
演
奏
な
ど
多
彩

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
魅

了
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
見
事
な

舞
を
披
露
し
た
藤
蔭
眞
之
助
さ
ん

（
20
歳
・
中
堅
町
）
が
輝
き
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
ゴ
ス
ペ
ル
を
歌
っ
た
女
性

四
人
組
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
（
大

仙
市
）
が
、
三
位
に
は
楽
し
い
パ

ラ
パ
ラ
を
踊
っ
た
秋
田
市
の
三
人

組
、
エ
ー
ス
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
数
々
の
出
店
が
立

ち
並
び
、
日
中
は
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
拍
手
を

送
る
観
客
で
に
ぎ
わ
い
、
夜
に
は

地
元
町
内
会
な
ど
に
よ
る
盆
踊
り

が
行
わ
れ
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
、

行
く
夏
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
踊

る
人
々
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

し
ゃ
ぎ
り

　

 

「
第
三
十
四
回
鳥
海
獅
子
ま
つ

り
」
が
八
月
十
六
日
夜
、
鳥
海
健

康
広
場
で
開
か
れ
、
約
五
百
人
の

観
衆
が
か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
た

特
設
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
幽

玄
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

　

国
記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

の
「
本
海
番
楽
」
は
、
京
都
か
ら

訪
れ
た
本
海
行
人
に
よ
っ
て
鳥
海

地
域
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
芸

能
で
、
十
三
団
体
で
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り
は
地
域

内
の
伝
承
団
体
（
講
中
）
が
一
堂

に
会
し
、
舞
な
ど
の
競
演
を
通
じ

て
地
域
の
文
化
を
発
信
す
る
場
と

し
、
さ
ら
な
る
振
興
を
目
指
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
本
海
番
楽
の
六
講
中
と

神
楽
獅
子
の
一
保
存
会
が
、
民
家

の
座
敷
に
見
立
て
た
舞
台
上
で
笛

や
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
御
神
楽

や
橋
引
、
や
さ
ぎ
獅
子
な
ど
十
六

演
目
に
わ
た
る
伝
統
の
舞
を
熱
演
。

岩
手
県
花
巻
市
東
和
町
の
「
土
沢

神
楽
」
が
特
別
出
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
中
の
先
達
二
十
五
人
に

対
し
、
本
海
番
楽
伝
承
者
懇
話
会

（
松
田
訓
会
長
）
に
よ
る
功
労
者

表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
盤
に
は
、
全

出
演
団
体
に
よ
る
祓
い
獅
子
の
群

舞
「
獅
子
舞
大
競
演
」
が
あ
り
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
空
間
に
。
埼
玉
県

行
田
市
の
横
須
賀
忠
晴
さ
ん
（
69

歳
）
は
「
矢
島
出
身
の
妻
と
来
ま

し
た
。
番
楽
を
見
る
の
は
初
め
て

で
す
。
都
会
で
は
こ
れ
だ
け
の
競

演
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
大
し
た
も
の
で
す
ね
。
痛
む

足
も
祓
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
ヨ
」

と
、
身
近
な
民
俗
文
化
に
感
じ

入
っ
た
様
子
。

　

各
講
中
に
伝
わ
る
囃
子
の
音
、

獅
子
舞
な
ど
、
時
を
重
ね
た
多
彩

な
演
目
が
〝
番
楽
絵
巻
〞
を
繰
り

広
げ
、
情
趣
に
富
む
鳥
海
の
夏
の

一
夜
を
飾
り
ま
し
た
。

　

夏
の
星
座
や
流
星
群
を
観
察
す

る
天
体
観
望
会
が
八
月
十
二
日
、

鳥
海
高
原
南
由
利
原
の
コ
ス
モ

ワ
ー
ル
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
、
高
原

の
天
空
に
輝
く
流
星
に
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

  

鳥
海
山
北
麓
一
体
は
星
の
よ
く

見
え
る
場
所
と
し
て
全
国
で
も
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

日
も
首
都
圏
や
秋
田
市
な
ど
を
含

め
約
百
五
十
人
が
参
加
。
さ
そ
り

座
や
は
く
ち
ょ
う
座
な
ど
を
指
さ

し
て
は
交
互
に
望
遠
鏡
を
の
ぞ
き

あ
っ
て
い
ま
し
た
。
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全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
教
育
六
十
周
年
記
念
式
典
が

東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
猪
股
哲

雲
さ
ん
（
78
歳
・
湯
沢
）
が
功

労
者
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

猪
股
さ
ん
は
三
十
一
年
以
上

高
等
学
校
教
育
に
携
わ
っ
た
中

で
二
十
一
年
余
り
を
定
時
制
課

程
に
勤
務
。
昭
和
五
十
八
年
に

退
職
後
も
本
荘
高
等
学
校
定
時

制
課
程
教
育
振
興
会
の
役
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
は
秋
田

県
定
時
制
通
信
制
教
育
振
興
会

の
副
会
長
と
し
て
本
県
の
定
時

制
通
信
制
教
育
の
振
興
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
度

の
表
彰
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
十
分
な
注
意
と
早
め

の
避
難
態
勢
を
と
る
た
め
に
、
家

庭
や
地
域
の
中
で
、
安
全
な
場
所

と
危
険
な
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

 

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

自
分
の
住
む
所
で
、
以
前
、
ど
ん

な
災
害
が
起
こ
っ
た
か
を
知
っ
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、

避
難
場
所
と
安
全
な
避
難
ル
ー
ト

の
確
認
と
、
お
年
寄
り
や
病
人
、

子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
だ
れ
が

保
護
す
る
の
か
な
ど
も
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
の

三
日
間
と
二
十
七
日
、
局
地
的
に

降
り
続
い
た
大
雨
の
影
響
で
矢
島

地
域
の
荒
沢
川
･
田
沢
川
の
護
岸

が
崩
れ
る
な
ど
、
市
内
各
地
で
床

上
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害

が
相
次
ぎ
一
時
、
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
二
十
日
、
集
中
豪
雨
対
策

本
部
（
二
十
四
日
解
散
）、
二
十
七

日
に
は
災
害
警
戒
対
策
室
を
設
置
。

　

幸
い
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
が
ほ
ぼ
市
内
全
域
で
発
生
。

床
上
･
床
下
浸
水
の
ほ
か
に
農
作

物
や
農
地
農
業
用
施
設
、
林
道
な

ど
の
林
業
施
設
、
道
路
な
ど
各
種

に
被
害
が
お
よ
び
、
あ
ら
た
め
て

自
然
の
脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
八
月
二
十
七
日
17
時
現
在

　コスモワールドで望遠
鏡から見る夏の星座や流
星群はすごくきれいに見
えたよ。さそり座の心臓
部分に輝くのは「アンタ
レス」という星なんだ。

　無理だと思っていたの
で、グランプリになるこ
とができてとてもうれし
いです。ありがとうござ
います。
　これからも踊りを頑
張っていきます。老人
ホームの慰問などもして
いるので、どこかで会う
ことがありましたら応援
してください。

　約20年前から、こちら
に在住の教え子におもし
ろい祭りがあるからと誘
われていたのがきっかけ
で、長年の念願がかない、
訪れることができました。
　神仏混交がおもしろく
関西風の祭りの感じも新
鮮。非常に楽しかったで
す。

の
被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

は
ん
ら
ん

　

新
産
業
の
創
造
を
め
ざ
し
、
地

域
の
先
端
技
術
の
集
積
を
生
か
す

取
り
組
み
を
探
ろ
う
と
八
月
九
日
、

本
荘
由
利
産
学
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
で
「
第
五
回
産
学
官
地
域
連

携
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
日
本
銀
行
秋
田
支
店
の

高
田
恭
介
支
店
長
が
「
秋
田
県
の

産
業
構
造
改
革
を
目
指
し
て
〜
Ｐ

Ｃ
Ｖ
秋
田
構
想
に
つ
い
て
〜
」
の

演
題
で
講
演
。
高
田
支
店
長
は
「
こ

れ
ま
で
の
秋
田
は
先
見
性
が
な

か
っ
た
。
他
の
地
域
で
や
っ
て
い

な
い
こ
と
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
世
の
中
を
見
通
す
努

力
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
前
置
き
し
、「
か
つ
て
は

全
国
よ
り
も
良
か
っ
た
秋
田
の
景

気
だ
が
、
二
○
○
四
年
か
ら
は
回

復
の
ス
ピ
ー
ド
が
ダ
ウ
ン
し
、
格

差
を
生
じ
て
い
る
。
子
育
て
世
代

の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も

問
題
。
雇
用
を
改
善
す
る
た
め
に

は
、
生
産
を
増
や
す
以
外
に
手
が

な
い
」
な
ど
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
世
界
的
な
好
況
は
今

後
も
持
続
す
る
。
秋
田
に
目
を
向

け
て
も
ら
え
る
も
の
を
他
に
先
駆

け
て
つ
く
る
こ
と
、
新
た
な
製
造

業
を
育
成
・
集
積
す
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
強
調
し
、「
プ
レ
ー
ン
・

ア
ン
ド
・
カ
ー
バ
レ
ー
秋
田
」
構

想
に
触
れ
、
航
空
機
関
連
産
業
と

自
動
車
関
連
産
業
へ
の
早
期
の
取

り
組
み
を
訴
え
ま
し
た
。

　

高
田
支
店
長
は
航
空
機
産
業
へ

の
参
入
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
先
行

す
る
こ
と
で
の
優
位
性
、
良
好
な

需
給
見
通
し
、
技
術
波
及
効
果
な

ど
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
人
材
の

確
保
や
技
術
の
習
得
に
向
け
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
課
題
も
提

示
。「
産
学
官
と
金
融
機
関
を
含

め
た
連
携
の
強
化
を
望
み
た
い
。

本
県
が
一
大
拠
点
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
企
業

や
大
学
な
ど
の
関
係
者
は
お
よ
そ

百
人
。
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
四
十
九
回
鳥
海
郷
土
芸
能
発

表
会
が
八
月
二
十
六
日
、
紫
水
館

で
開
か
れ
、
お
よ
そ
三
百
人
が
郷

土
の
歌
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
貝

沢
か
ら
う
す
か
ら
み
」
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
務
め
、
第
一
部
で
は
同

好
会
の
皆
さ
ん
た
ち
が
歌
や
踊
り

な
ど
二
十
演
目
を
発
表
。
笹
子
盆

踊
り
保
存
会
は
「
さ
い
さ
い
」「
剣

ば
や
し
」
な
ど
を
披
露
し
、
会
場

を
風
情
豊
か
に
包
み
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
浅
野
保
子
さ
ん
、

和
賀
由
里
子
さ
ん
を
迎
え
、
特
別

民
謡
シ
ョ
ー
を
実
施
。
さ
ま
ざ
ま

な
全
国
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
素

晴
ら
し
い
声
が
、
五
十
回
を
前
に

し
た
発
表
会
に
花
を
添
え
て
い
ま

し
た
。

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
増

進
を
図
り
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り

と
婦
人
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
婦
人
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
市
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
主
催
）
が
八
月
二
十
六
日
、

本
荘
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
か
ら
「
ゴ
ム
ボ
ー
ル
の

部
」
に
五
チ
ー
ム
、「
ビ
ニ
ー
ル

ボ
ー
ル
の
部
」
に
九
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
熱
戦
を
展
開
。
趣
向
を
凝

ら
し
た
応
援
合
戦
も
見
も
の
で
し

た
。

　

試
合
後
、
互
い
の
健
闘
を
た
た

え
あ
う
、
充
実
し
た
笑
顔
が
印
象

的
で
し
た
。

 

【
ゴ
ム
ボ
ー
ル
の
部
】
優
勝
…
松

　

美
町
、
準
優
勝
…
大
ノ
道
、
第

　

三
位
…
鳥
海
Ｂ

 

【
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
部
】
優
勝

　

…
矢
島
Ａ
、
準
優
勝
…
道
川
、

　

第
三
位
…
上
川
大
内
、
矢
島
Ｂ

　

由
利
本
荘
青
年
会
議
所
で
は
、

梁
山
（
韓
国
）
青
年
会
議
所
と
二

十
六
年
間
に
渡
っ
て
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
日
韓
児
童
絵

画
交
流
写
生
大
会
も
今
年
で
六
回

目
。
今
回
は
五
月
に
岩
城
地
域
の

天
鷺
村
を
会
場
に
行
わ
れ
、
本
市

と
に
か
ほ
市
の
小
学
生
や
関
係
者

な
ど
百
五
十
人
以
上
が
参
加
し
て
、

天
鷺
村
の
歴
史
的
た
た
ず
ま
い
を

思
い
思
い
に
描
き
ま
し
た
。

　

写
生
大
会
で
子
ど
も
た
ち
が
描

い
た
作
品
は
、
夏
休
み
に
合
わ
せ

て
市
内
の
ス
ー
パ
ー
に
展
示
。
期

間
中
、
親
子
連
れ
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

上
位
に
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち

四
人
は
韓
国
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
、
現
地
で
の
滞
在
を
通

じ
て
国
際
感
覚
を
養
い
ま
す
。
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秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
会
式

（
二
十
九
日
・
県
立
中
央
公
園
県

立
陸
上
競
技
場
）
で
炬
火
入
場
の

ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
る
鎌
田
次
男
さ

ん
（
　
歳
・
石
脇
＝
写
真
＝
）
に

八
月
十
日
、
県
由
利
地
域
振
興
局

の
山
王
丸
局
長
か
ら
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
鎌
田
さ
ん
は
「
本
荘
由
利
陸
上

競
技
協
会
事
務
局
を
担
当
し
、
競

技
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
大

役
を
任
さ
れ
、
と
て
も
光
栄
に
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
颯
爽
と

駆
け
る
鎌
田
さ
ん
の
姿
に
ご
注
目

と
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
市
役
所
の
市
民
ホ
ー
ル
に
立
体

ス
ギ
ッ
チ
が
登
場
し
、
訪
れ
る
人

を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
はM

odern A
ge

（
市
新
世

代
地
域
活
性
化
協
議
会
・
金
湖
真

友
美
代
表
）
が
自
作
し
た
も
の
で
、

市
役
所
の
ほ
か
、
大
型
商
業
施
設

に
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
団
体

で
は
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や
市
行
事

へ
の
参
加
を
通
し
て
青
年
層
の
盛

り
上
げ
を
図
っ
て
お
り
、
立
体
ス

ギ
ッ
チ
の
製
作
は
国
体
の
機
運
を

ア
ッ
プ
す
る
の
が
目
的
。
や
さ
し

い
表
情
の
ス
ギ
ッ
チ
に
、
訪
れ
た

人
も
思
わ
ず
に
っ
こ
り
し
て
い
ま

す
。�

日
時
　
　
月
　
日
　   

午
前
　
時
ス
タ
ー
ト�

�

　
　
　
　
　
（
午
前
８
時
　
分
〜
受
け
付
け
）

コ
ー
ス
　
鳥
海
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
発
着�

種
目（
区
分
）
　次
の
と
お
り�

◇
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
一
般
男
子
／
　
〜
　
歳
、

　
〜
　
歳
、　
歳
以
上
、一
般
女
子
／
　
歳
以
上
）�

◇
　
㌔（
高
校
・
一
般
男
子
、高
校
・
一
般
女
子
）�

◇
３
㌔（
高
校
・
一
般
女
子
、中
学
校
男
子
、
中

学
校
女
子
、小
学
校
男
子
・
小
学
校
女
子
／
そ
れ

ぞ
れ
１
〜
２
年
、３
〜
４
年
、５
〜
６
年
、
ペ
ア

／
う
ち
一
人
は
小
学
生
）�

参
加
料
　
一
般
二
千
円
、高
校
生
以
下
千
円
、ペ

ア
は
二
人
で
二
千
五
百
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

表
彰
　
各
種
目
と
も
六
位
ま
で
に
賞
状
と
賞
品
。

完
走
者
に
は
完
走
証
。
全
員
に
ス
ポ
ー
ツ
飲
料�

申
し
込
み
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
郵
便
局
の

窓
口
で
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
（
各
総
合
支
所
、

出
張
所
、
公
民
館
に
も
備
え
て
い
ま
す
）
申
し
込

み
後
の
参
加
料
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。�

申
し
込
み
締
め
切
り
　
９
月
　
日�

問
い
合
わ
せ
先
　
鳥
海
山
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

事
務
局
（
鳥
海
総
合
支
所
産
業
課
内
　
　
　
―
２

２
０
５
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
　
―
２
０
７
６
）�

１３�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７� １２�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１９� ９� １�

昨
年
か
ら
走
り
や
す
い
コ
ー
ス
に
な
っ
た
「
鳥
海
山
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
。�

秋
色
の
霊
峰
鳥
海
山
を
背
に
、
雄
大
な
自
然
の
中
を
思
い
き
り
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

１０�

１０�

１８�
１８�

２９�

３９�

５０�

５３�

４９�

３０�

２０�

１０�

（土）�

（土）�

２１�

５７�

５７�

（金）�

ゲストランナー�

むら  た　　　ふみ�

　　　　　　　　　　　　大阪府出身。日本生命を経てセガ
　　　　　　　　　　　サミー（スポーツフェローシップ部)
所属。2000年、2004年の世界ハーフマラソン日本代表。ハ
ーフマラソンの自己ベスト69分29秒は国内上位記録に輝く。�

村田　史さん�

募
集�
�

出
場
ラ
ン
ナ
ー�

第
８
回�

／
雨
天
決
行�

鎌田さんへ�
県から委嘱状�

　
西
目
小
前
の
　
㌃
の
田
ん
ぼ
に
、

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ス
ギ
ッ
チ
が
お

目
見
え
し
、
歓
迎
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。�

　
古
代
米
な
ど
二
品
種
を
植
え
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
完
成
さ
せ
た
の

は
西
目
環
境
保
全
活
動
の
会
（
加

川
一
男
会
長
）
の
皆
さ
ん
。「
初
め

て
の
試
み
で
手
探
り
で
し
た
が
、

お
お
む
ね
成
功
か
な
」
と
、
上
々

の
出
来
栄
え
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

刈
り
取
り
は
十
月
上
旬
の
予
定
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
お
近
く
を
通

る
際
に
は
こ
の
大
作
を
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。� ６０�

　
本
荘
弓
道
場
前
市
道
（
弓
道
場

と
本
荘
体
育
館
の
間
）
が
、
次
の

期
間
「
通
行
止
め
」
と
な
り
ま
す
。�

▽
通
行
止
め
期
間
（
夜
間
は
解
除
）�

　
　
月
３
日（
水
）〜
８
日（
月
）�

　
こ
れ
は
国
体
の
弓
道
競
技
会
を

安
全
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
の
交

通
規
制
で
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
、
本
荘
南

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
一

時
的
に
解
除
さ
れ
ま
す
。�

１０�

「
巨
大
ス
ギ
ッ
チ
」

「
巨
大
ス
ギ
ッ
チ
」お
目
見
え

お
目
見
え�

「
巨
大
ス
ギ
ッ
チ
」お
目
見
え�

開会式炬火走者�

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
に�

�

「
立
体
ス
ギ
ッ
チ
」
登
場�

�

今月29日開幕！！�本大会�本大会�

「弓道競技会」のため、�
国体�

本荘体育館�

本
荘�

弓
道
場�

船
ケ
台�

砂子下�
新組町�

10月3～8日�
通行止め�

さ
っ
そ
う�

参
加
賞
と
し
て
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
温
泉
無
料
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。�

お
楽
し
み
抽
選
会
も
お
見
逃
し
な
く
！�

蟻山�

本荘�
南中�

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、�

沿
道
か
ら
温
か
い�

ご
声
援
を
お
送
り�

く
だ
さ
る
よ
う�

お
願
い
し
ま
す�

●場　所�
　市総合体育館、�
　　　羽後岩谷駅�
�
●日　程�
　午前１０時～�
　　民泊歓迎用都道府�
　　県旗交付式�
　午前１０時２０分～�
　　銃剣道本県選手団�
　　激励会（演武）�
　午前１１時２０分～�
　　炬火リレー引き継�
　　ぎ式�
　午前１１時３７分～�
　　炬火出発・歓迎パ�
　　レード（羽後岩谷�
　　駅～大内総合支所�
　　～市総合体育館）�
�
●問い合せ先�
　大内総合支所振興課�
  （　６５－２２１１）�

秋
田
わ
か
杉
国
体�

炬
火
リ
レ
ー
引
き
継
ぎ
式�

「
１
カ
月
前
イ
ベ
ン
ト
」�

開
催
し
ま
す
！�

9月9日（日）�



この部分 
（手の付け根） 
で圧迫する 
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救
急
車
は
一
一
九
番
通
報
か
ら

約
六
分
（
全
国
平
均
）で
到
着
す
る

も
の
の
、「
脳
が
酸
素
な
し
で
生
き

ら
れ
る
時
間
は
わ
ず
か
三
〜
四

分
」
と
言
わ
れ
ま
す
。 

　
尊
い
命
を
救
う
ポ
イ
ン
ト
は
①

早
い
一
一
九
番
通
報
、
②
早
い
心

肺
蘇
生
法
、
③
早
い
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
④

早
い
医
療
処
置
。
中
で
も
、
呼
吸

停
止
し
て
か
ら
二
分
以
内
に
人
工

呼
吸
な
ど
を
行
え
ば
９０
％
、
四
分

以
内
で
は
５０
％
が
蘇
生
す
る
と
言

わ
れ
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
に

よ
る
応
急
手
当
て（
救
命
処
置
）が

「
カ
ギ
」
に
な
り
ま
す
。 

　
救
命
処
置
の
流
れ
を
左
の
図
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
私
た
ち
は
、
い
つ
、
突
然
の
病
気
や

　
私
た
ち
は
、
い
つ
、
突
然
の
病
気
や

け
が
で
倒
れ
た
り
す
る
人
に
出
会
う
か

け
が
で
倒
れ
た
り
す
る
人
に
出
会
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
緊
急
を
要
す
る
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が

　
緊
急
を
要
す
る
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合

止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
。

直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
、
到
着
ま
で
の
間

直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
、
到
着
ま
で
の
間
、

正
確
な

正
確
な
「
応
急
手
当
て

「
応
急
手
当
て
」（
救
命
処
置
）

救
命
処
置
）
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
九
月
九
日
の

　
九
月
九
日
の
「
救
急
の
日
」

「
救
急
の
日
」
を
前
に

を
前
に
、

応
急
手
当
て
と
し
て

応
急
手
当
て
と
し
て
「
心
肺
蘇
生
法
」

「
心
肺
蘇
生
法
」
と

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尊
い
命
を
救

尊
い
命
を
救
う
た
め
、

う
た
め
、「
い
ざ
」

い
ざ
」
と
い
と
い
う
時
に

う
時
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

保存版 

心肺蘇生法と　　　の実技AED
目で見る“救急処置”の流れ 　救命処置（心肺蘇生法）は大きく分けて、「意識の確認」「気道の確保」 

「人工呼吸」「胸骨圧迫」「ＡＥＤ」の5つの組み合わせです。 

　肩を軽くたたきながら、耳元で 
「大丈夫ですか」「わかりますか」 
と呼びかけ、意識があるかどうか 
を確認する。（目を開けたり手を 
動かしたりしなければ「意識なし」 
と判断する） 

　胸の真ん中（左右の乳頭間の中央） 
に、片方の手の付け根を置き、もう一方 
の手を重ね、ひじを伸ばし、両手で胸が 
３～５㌢沈むくらい圧迫する。テンポは 
１分間に１００回）で、３０回続ける。［※２］ 

　胸骨圧迫３０回の後、人工呼吸を 
２回行う。この組み合わせ（心肺 
蘇生法)を、救急車が到着し、 
救急隊に引き継ぐまで繰り返す。 

　ＡＥＤに電源を入れ、音声案内に従い、電極パッドを 
右前胸と左胸脇に張る。心電図の解析や電気ショック 
を行う時は、倒れた人から 
離れるように注意を促し、 
確認ののち、除細動 
ボタンを押す。［※３］ 

　胸骨圧迫と人工呼吸を再度５回ほど行うと（約２分）、 
ＡＥＤが自動的に心電図の解析を始める。ＡＥＤの音声 
案内に従い、心肺蘇生法とＡＥＤを繰り返す。（ＡＥＤを 
装着したまま、救急隊へ引き継ぐ） 

　片手を額に当て、もう一方 
の手の人差し指と中指の二本 
をあご先に当て、あごを引き 
上げながら頭を後ろにそらせ 
て、気道を確保する。（首の 
けがが疑われる場合は、あご 
だけを引き上げるように） 

　気道を確保したまま、顔を倒れている人の 
胸に向け、頬を口と鼻にできるだけ近づけて 
呼吸音や吐く息、お腹の動きを 
１０秒以内で確認する。 
（普段どおりの呼吸があるとき 
は、吐物などによる窒息を防ぐ 
ため「回復体位」にして様子を見る） 

　呼吸がなければ、口の中の 
異物を取り除いた後、人工呼 
吸を開始する。気道を確保し 
たまま、指で鼻をつまみ、口 
から息を一秒かけて吹き込む。 

胸の動きと呼気を確認し、再度行う。［※１］ 

119
番通
報を
！ 

AEDを
持って

来てく
ださい

！ 

　周囲の人に、１１９番への通報や 
ＡＥＤを持ってくるよう、救命処置 
の協力を求める。 

〈成人の場合は１１９番通報→救命処置を、 
子ども（８歳未満）の場合は、 
２分間の救命処置 →１１９番通報 
→再度救命処置へ〉 

30回

2回

離れて！ 

※１　口対口人工呼吸に特に抵抗を感じたり、傷や出血が 
　　あったりしてできない場合は胸骨圧迫をしてください。 
※２　乳児の場合は二本指、８歳未満の子どもの場合は片 
　　手で行うこともあります。 
※３　汗や水で濡れている場合は、タオルなどでしっかり 
　　拭き取ってからパッドを張ってください。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
源
を
入
れ
る
と
、
す
べ 

て
音
声
で
操
作
方
法
が
指
示
さ
れ
ま
す
。 

倒
れ
て
い
る
人
の
胸
の
二
カ
所
に
電
極 

パ
ッ
ド
を
張
る
と
、
自
動
的
に
心
電
図 

を
解
析
し
、
除
細
動
が
必
要
な
場
合
だ 

け
、
通
電
の
指
示
を
発
す
る
仕
組
み
で 

す
。（
心
筋
梗
塞
な
ど
が
原
因
で
倒
れ
た 

場
合
、
多
く
は
心
臓
で
「
心
室
細
動
」 

と
い
う
筋
肉
の
震
え
が
起
き
る
と
さ
れ 

ま
す
。
こ
れ
は
心
臓
が
全
身
に
血
液
を 

送
り
出
す
働
き
を
行
え
ず
、
そ
の
ま
ま 

だ
と
死
に
至
る
重
度
の
不
整
脈
の
こ
と 

で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
正 

常
な
状
態
に
戻
す
よ
う
、
心
室
細
動
を 

取
り
除
く
た
め
、
安
全
に
電
気
シ
ョ
ッ 

ク
を
加
え
る
機
器
で
す
）     

　
市
内
で
は
、
高
校
や
市
総
合
体
育
館

な
ど
七
カ
所
の
公
共
施
設
に
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ 

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
） 

月
　 

日
は
「
救
急
の
日
」

9

9

　
九
月
九
日
は

「
救
急
の
日
」、

こ
の
日
を
含
む
一
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

尊
い
生
命
を
救
う
た
め
に
は
、
早
い
一
一
九
番
通
報

と
、
救
急
車
が
到
着
す
る
前
の
応
急
手
当
て
が
重
要

で
す
。
消
防
署
で
は
随
時
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
含
め
た
応
急
手
当
て
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
講
習
会
を
受
講
し
、
応
急

手
当
て
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。 

　
ま
た
、
軽
い
症
状
で
も
救
急
車
を
呼
ぶ
人
が
お
り
、

救
急
出
動
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
当
に

必
要
な
人
の
た
め
に
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
講
習
会
の
開
催
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
荘
消
防

署
（
　
２２
―
０
０
１
１
）、
矢
島
消
防
署
（
　
５５
―
２
１

１
１
）
、
各
分
署
ま
で
。 

1

1

意識の確認 1 胸骨圧迫（心臓マッサージ） 6

ＡＥＤを装着、心電図の解析 8

電気ショックの後、胸骨圧迫と人工呼吸 9

胸骨圧迫と人工呼吸の 
組み合わせを継続 

7

119番通報とＡＥＤの手配 2

気道の確保 3

呼吸の確認 4

人工呼吸（2回）／省略可 5

回復体位 
下あごを前に出し、両肘を曲げ、 
上側のひざを直角ほどに曲げます。 

　横向きにして 
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※今年度、人間ドックを受診済みの方、または受診予定の方は対象外となります。
※生活保護世帯者の方は自己負担額が無料となりますので、 受付時に「緊急時医
　療依頼証」を提示してください。
※非課税世帯の方は、受付時に「非課税世帯証明書」を提示することにより、肝
　炎ウイルス検診の自己負担額が無料となります。「証明書」は、税務課住民税
　班または各総合支所振興課税務班で発行しています。
※指定した会場で受診できない場合は、他の実施場所で受診してください。

検　診　名

胸部総合検診

大腸がん検診
骨粗しょう症検診
肝炎ウイルス
検 診

乳 が ん 検 診
　（女　性）

子宮がん検診
卵巣腫瘍検診

対　象　者

40歳以上

30歳以上
30 ～ 70歳の女性
40～ 75歳で過去に
受けたことがない方
40歳以上の偶数年齢
（視触診・マンモグラフィセット）
30歳以上（視触診）

20歳以上の女性

検　診　料　金
（レントゲン）無料
（喀痰検査）該当者：500円　希望者：2,100円
70歳以上：200円　69歳以下：500円
700円

70歳以上：無料、69歳以下：800円

70歳以上：700円、69歳以下：1,400円

70歳以上：300円　69歳以下：600円

70歳以上：800円、69歳以下：1,600円

【胸部総合検診】
・「胸部総合検診」は、従来の結
　核検診および、肺がん検診を含
　みます。
・レントゲン撮影時には、胸に金
　属、ファスナー、ボタンの付い
　た衣類の着用を避けてください。

【乳がん、マンモグラフィ検診、子宮がん検診】
・老人保健法により、マンモグラ
　フィ検診は、40歳以上の方で２
　年に１度の検診となります。
・40歳以上の偶数年齢の方は、マ
　ンモグラフィ検診と視触診検査
　のセット検診が原則となります。
※偶数年齢の方でも、昨年マンモ
　グラフィ検診を受けられた方は
　今年度対象にはなりません。

対　象　地　区
今町、上町、石脇中町、上ノ山、長老沼、緑町、新町、三軒町、
南内越・北内越地区全町内
新山町、東新山町、末広町、竜巻一区、竜巻中央町、雇用促進住
宅石脇・新山、南内越・北内越地区全町内
松美町、新冶町、田尻町、浜松町、若葉町、松涛町、住吉町、赤
　町、浜三川、南内越・北内越地区全町内
美倉町、桶屋町、肴町、中竪町、谷山小路、油小路、上横町、中横町、大町、中町、鍛冶町、後
町、東・西日役町、猟師町、田町、桜小路、御門町、東御門町、子吉地区全町内
和泉町、古雪町、観音町、片町、千刈、浜ノ町、旭町、永泉寺門前、五軒町、愛宕町、栄町一丁
目・二丁目・三丁目、大泉寺山、大鍬町、東・西表尾崎町、東・西裏尾崎町、子吉地区全町内
南・北花畑町、大の道、東町、赤沼町、本田仲町、駅前、蓼沼、
谷地町、梵天、子吉地区全町内
小友地区全町内
石沢地区全町内
松ヶ崎地区全町内

受付時間 実　施　場　所

由利組合総合病院

本荘保健センター

小友公民館
ウッディーホールこだま
松ヶ崎基幹集落センター

検診日

９月７日㈮

９月10日㈪

９月14日㈮

９月19日㈬

９月21日㈮

９月28日㈮

10月24日㈬
10月26日㈮
10月29日㈪

13：30～ 14：30
※マンモグラフィを
受ける方は　　
13：20～ 13：30

13：10～ 14：00
※マンモグラフィを
受ける方は　　
13：00～ 13：10

13：30～ 14：30
※マンモグラフィを
受ける方は　　
13：20～ 13：30

40歳以上の偶数年齢の方は、マンモグラフィ（乳房レントゲン）の検査を実施します。
※マンモグラフィの事前申込予約は８月10日で締め切っておりますが、若干空きがあ
　ります。予約状況については、本荘保健センターにお問い合わせください。
　（視触診および子宮がん・卵巣腫瘍検診については、検診当日の受付となります）

９月７日㈮～ 14日㈮　８：30～ 17：00　　※土・日を除く

９月７日㈮～ 10月５日㈮

受 付 日 時

受 付 場 所

医 療 機 関

受 診 期 間

下記の医療機関で個別受診を希望される場合は、本荘保健センターで受付をしてください。

本荘保健センターへ直接お越し願います。
　※受診券を検診料金支払い後にお渡しします。
　※電話での受付はできませんので、ご了承ください。
佐々木産婦人科医院　　吉尾産婦人科医院
〈マンモグラフィ実施医療機関〉
佐藤病院　　　　　　　本荘第一病院
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※事前に各地域の保健センターまたは福祉保健課へ。

実　施　場　所
由利本荘市役所
本荘第一病院
エイチエスケイ㈱
鳥海プラント㈱
東北電力㈱本荘営業所

マックスバリュ本荘店

大内保健センター
スミダ産業㈱
ＴＤＫ羽後㈱大内工場

実施時間
10：00～ 12：00
13：30～ 16：00
11：00～ 12：00
15：00～ 16：00
15：00～ 16：00
10：00～ 12：00
13：00～ 16：00
10：00～ 11：30
13：00～ 14：00
14：30～ 16：00

備　　考

全血献血

全血献血

全血献血

全血献血

全血献血

日

６日㈭

10日㈪

13日㈭

23日㈰

25日㈫

実施場所

大内保健センター

本荘保健センター
西目保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
大内保健センター
矢島保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター

岩城保健センター

本荘保健センター
矢島保健センター

対象地域

大 内

本 荘
西 目
由利・東由利
本 荘
大 内
矢島・鳥海
由利・東由利
本 荘

岩 城

本 荘
矢島・鳥海

実施日

５日㈬

10日㈪
11日㈫
12日㈬
19日㈬
20日㈭
25日㈫

26日㈬

27日㈭

事　業　名

４・７・10カ月児健診

１歳６カ月児健診
４・７・10カ月児健診
１歳６カ月児健診
３ 歳 児 健 診
１歳６カ月児健診
３ 歳 児 健 診
４・７・10カ月児健診
４ カ 月 児 健 診

４・７・10カ月児健診

10 カ 月 児 健 診
４・７・10カ月児健診

対　　象　　者
平成19年４月２日～５月９日生まれ
平成19年１月２日～２月９日生まれ
平成18年10月２日～ 11月９日生まれ
平成18年２月生まれ
平成18年10月・平成19年１月・４月生まれ
平成17年12月・平成18年１月・２月・３月生まれ
平成16年３月生まれ
平成17年12月14日～平成18年３月19日生まれ
平成15年12月・平成16年１月・２月生まれ
平成18年11月・平成19年２月・５月生まれ
平成19年５月生まれ
平成19年４月25日～５月26日生まれ
平成19年１月25日～２月26日生まれ
平成18年10月25日～ 11月26日生まれ
平成18年11月生まれ
平成18年11月・平成19年２月・５月生まれ

受付時間

13：00～ 13：20

13：00～ 13：30
12：30～ 12：50
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
12：40～ 13：00
12：45～ 13：00
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30

13：00～ 13：30

13：00～ 13：30
12：45～ 13：00

・母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
・当日受診できない場合は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。

※当番医師は変更になる場合もあり
　ます。
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　　応急診療所（堤脇30：旧医師会
　　病院☎24－3917）、平日は健康
　　管理課（☎22－1834）へ

日
２日㈰
９日㈰
16日㈰
17日㈪
23日㈰
24日㈪
30日㈰

医　師　名
奥　山　　　俊
金　　　由美子
加　藤　　　芳
海　法　恒　男
酒　見　喜久雄
小　松　徳　弥
村　田　　　誠

　

病
院
群
輪
番
制
・
小
児
輪
番
制
と
い
う

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

当
番
日
に
専
門
の
医
師
が
待
機
し
て
診

療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
症
状
が
重

い
と
き
や
夜
間
の
診
察
の
と
き
は
、
次
の

病
院
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
病
院
群
輪
番
制
】
内
科
・
外
科
な
ど

◆
診
療
時
間

　

日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、
年
末
年

　

始
は
午
前
８
時
〜
（
二
十
四
時
間
）

　

平
日
（
夜
間
）
は
午
後
６
時
〜
翌
日
午

　

前
８
時

【
小
児
輪
番
制
】
小
児
科
（
中
学
生
ま
で
）

◆
診
療
時
間

　

日
曜
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

診療日
日 曜 日
月 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
金 曜 日
土 曜 日

診療機関
由利組合総合病院
佐藤病院
由利組合総合病院
本荘第一病院
由利組合総合病院
本荘第一病院
由利組合総合病院

診療日
第１日曜日
第２日曜日
第３日曜日
第４日曜日
第５日曜日

診療機関
由利組合総合病院
本荘第一病院
由利組合総合病院
佐藤病院
由利組合総合病院

※第２・第４日曜日は本荘由利広域
　休日応急診療所でも小児科専門医
　が担当します。
　診療時間　午前10時～午後４時
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■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き　

９
月
の
毎
週
木
曜
日
、
午

　

後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き　

９
月
12
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
３
号
室

■
消
費
生
活
相
談

▽
と
き　

毎
日
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

※
右
記
日
時
以
外
の
相
談
は
、
各
総

　

合
支
所
市
民
課
・
市
民
相
談
室
の

　

職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
各
種
無
料
相
談
の
申
し
込
み
・
問

　

い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
相
談

　

室
（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き　

９
月
10
日
㈪
、
11
日
㈫　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

10
日
／
笹
子
公
民
館

　

 

（
鳥
海
地
域
）、
11
日
／
東
由
利

　

公
民
館

▽
相
談
内
容　

 

〔
人
権
相
談
〕
差
別
、

　

名
誉
、
信
用
、
住
居
の
安
全
、
い

　

や
が
ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関
係

　

 

〔
困
り
ご
と
〕
土
地
・
建
物
の
権

　

利
お
よ
び
登
記
、
家
族
（
親
子
、

　

夫
婦
、
扶
養
、
相
続
）、
不
動
産

　

の
賃
貸
借
〔
子
ど
も
の
人
権
〕
い

　

じ
め
、
不
登
校
、
体
罰

▽
問
い
合
わ
せ
先  

秋
田
地
方
法
務

　

局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　

防
犯
、
交
通
に
関
す
る
『
♯
９
１

１
０
』
は
、
家
庭
の
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ

回
線
）
や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
で

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
最
寄
り
の
警
察

総
合
相
談
窓
口
に
直
接
つ
な
が
り
、

防
犯
・
交
通
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署
（
☎
23
―
４
１
１
１
）

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
と
き　

９
月
19
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分
（
要
予
約
）

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
定
員　

先
着
８
人

▽
相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法

　

人
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後

　

見
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書

　

士
会
（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０

　

０
５
５
）

　

お
子
さ
ん
の
急
な
発
熱
、
お
う
吐
、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
で
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
べ
き
か
迷
っ
た
と
き
な
ど
、

お
困
り
の
際
に
は
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
経
験
豊
富
な
看
護
師
が

対
応
い
た
し
ま
す
。

▽
電
話
番
号　

局
番
な
し
の
「
＃
８

　

０
０
０
」
ま
た
は
「
０
１
８
―
８

　

８
４
―
３
３
７
３
」

▽
開
設
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
午

　

後
10
時
30
分

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
医
務
薬
事
課

　

医
療
班
（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―

　

１
４
０
２
）

※ 

「
＃
８
０
０
０
」
は
ダ
イ
ヤ
ル
式

　

電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

募集人員　１人
応募資格　昭和21年４月２日か
　　ら昭和46年４月１日までに
　　生まれた人
勤務条件
　①雇用期間　10月１日～平成
　　20年３月31日まで（更新可
　　能）
　②勤務内容　市税の納付相談
　　および徴収
　③勤務時間　週４日勤務（29
　　時間）
試験方法　面接試験
応募方法　９月14日㈮まで、ハ
　　ローワーク本荘の紹介状と
　　ともに履歴書を、市職員課
　　に提出して下さい。

◎入院時に医療機関で『限度額適用・標準負担減額認定証』を提
　示すると、医療費の支払いが自己負担限度額までになります。
　入院が決まったら、国民健康保険証を持参のうえ、市民生活課または
　各総合支所市民課に申請して、認定証の交付を受けてください。
注）被保険者資格者証明書の世帯の人には認定証が交付されません。また、
　　保険税を滞納している世帯の人には認定証が交付されない場合があ
　　ります。
※自己負担限度額は、年齢や国保世帯の課税状況によって異なるため、
　医療機関で確認する際には認定証が必要です。また、市民税非課税世
　帯の方は、食事代の支払いが１食260円から１食210 ～ 100円まで減額
　になります。

◎認定証の交付を受けず、医療費や食事代を支払った場合は、申
　請により、自己負担限度額を超えた医療費と食事代の差額を払
　い戻しします。
　申請には、国民健康保険証・印鑑（認め印）・世帯主の通帳（郵便局以外）
　・入院時の領収書をお持ちください。
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９月４日㈫
９：00 ～ 10：00

血液検査（ＨＣＶ抗体、ＨＢＳ抗原）

本荘保健センター

　40歳～ 75歳（年齢基準日　平成20年３月31
日）で、過去に肝炎ウイルス検診を受けたこと
の無い方
※現在、病院で肝機能について治療中の方は対
　象外になります。
※過去に一度検査を受けた方は、受ける必要は
　ありません。

本荘保健センター（☎22－1834）へ電話にて申
し込み

検 診 月 日
受 付 時 間

申 し 込 み

検 査 方 法

対 象 者

会 場

　「地域のちからで心の健康づくり」は自殺率が全国
的にも高率の北東北３県（秋田、青森、岩手）が自殺
予防や心の健康づくりの輪を広げる地域交流会です。
　地域でできる「こころの健康づくり」について、み
て・きいて・笑って・参加して一緒に考えてみませんか。
どなたでも参加できます。

　主な内容
　◎基調講演　講師　渡邉直樹先生
　　　　　　　（青森県立精神保健福祉センター所長）
　◎地域の取り組み発表会
　　　劇や紙芝居など３県それぞれの地域によるここ
　　ろの健康活動発表と実演
　◎こころの健康・交流会
　・健康体操の実技
　　指導　梅田陽子さん（健康運動指導士）
　・地域の代表者によるシンポジウム
　　秋田県　佐藤久男さん、袴田俊英さん
　　青森県　藤林渉さん、山上順矢さん
　　岩手県　星克仁さん、丸田真樹さん
　・アトラクション
　　屋敷番楽、歌と音楽

　共　催　　由利心の健康づくりを考える会「ホット
　　　　　ハート由利」・由利本荘市

　お問い合わせ　　市由利福祉保健センター
　　　　　　　　☎53－4126　FAX53－4129
※昼食（カレーライス＝無料）を準備します。
　問い合わせ先までお申し込みください。

受付時間
９：30～ 10：00
10：20～ 10：40
11：00～ 11：20
13：00～ 13：20
13：40～ 14：00
14：20～ 14：40
９：30～ 10：10
10：30～ 10：50
11：10～ 11：30
13：00～ 13：20
13：40～ 14：40
９：30～ 10：30
10：30～ 11：30
13：00～ 14：00

実施場所
出戸交流センター
沼田公民館
田高公民館
潟保公民館
井岡公民館
中沢公民館
海士剥公民館
中高屋公民館
豊栄公民館
上高屋公民館
西目保健センター

〃
〃
〃

月　　日
９月18日㈫

〃
〃
〃
〃
〃

９月19日㈬
〃
〃
〃
〃

９月20日㈭
〃
〃

対象地区
出　　戸
沼　　田
田　　高
潟　　保
井　　岡
中　　沢
海　士　剥
中　高　屋
豊　　栄
上　高　屋
若　松　町
若　松　町
潟　　端
潟　　端

※大腸がん検診に申し込まれた方には、問診票と検査容器を配布します。
※指定した日に都合の悪い方は、都合のよい日においでください。
※申し込みされていない方も当日受診できます。
※胸部総合検診で「異常なし」の人には結果の個人通知はありません。

受付時間
９：00～ 12：00

実施場所
矢島保健センター

月　　日
９月６日㈭

対象地区
矢島全地区

・ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチ
　ンです。
・ワクチンを6週間以上の間隔をおいて2回接種する予防接種です。
・今回の対象年月を越えてもまだ２回目を接種していない方は受
　けられます。
・予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、
　お住まいの地域で接種してください。

対象者
平成18年１月～
平成19年６月５日生まれ
平成18年12月～

平成19年５月生まれ

会　場
岩城保健
センター
大内保健
センター

実施日
５日
㈬
27日
㈭

対象地域

岩　城

大　内

受付時間

13：00～13：30

12：45 ～13：15

開催日時　　９月17日㈪　午前10時～午後３時30分
会　　場　　「善隣館」（由利地域）
参　加　費　　無　料

▲第１回の「ホットハート由利」での発表の様子
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参
加
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
売
り
払
い
物
件　

宅
地
／
261
・
69

　

㎡
（
所
在
／
由
利
本
荘
市
西
目
町

　

沼
田
字
新
道
下
２
―
317
）

▽
入
札
日
時　

９
月
27
日
㈭　

午
前

　

10
時
30
分
〜
受
付
、
11
時
〜
開
始

※
入
札
開
始
時
間
に
遅
れ
た
場
合
は
、

　

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▽
入
札
場
所　

秋
田
合
同
庁
舎
第
一

　

会
議
室
（
秋
田
市
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局
総

　

務
課
会
計
第
三
係
（
☎
０
１
８
―

　

８
６
２
―
６
６
８
１
）

　

愛
車
の
日
常
点
検
や
定
期
点
検
を

き
ち
ん
と
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　

日
頃
か
ら
こ
ま
や
か
な
点
検
を
行

な
っ
て
い
れ
ば
、
運
転
中
の
ト
ラ
ブ

ル
の
多
く
は
回
避
で
き
ま
す
。

　

安
心
安
全
の
た
め
、
愛
車
の
整
備

・
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
秋

　

田
運
輸
支
局
整

　

備
担
当
（
☎
０

　

１
８
―
８
６
３

　

―
５
８
１
４
）

◎本荘図書館　☎22－4900
○図書館講座にご参加ください
　 「文学散歩～サトウ・ハチローの軌跡～」
▷とき…９月20日㈭　午前９時出発
▷ところ…サトウ・ハチロー記念館（北上市）
▷参加費…１人2,000円（昼食代、入場料含む）
▷募集人員…先着35名
▷申し込み・問い合わせ先…９月５日㈬から、本荘図書館へ
○９月のおはなし劇場
▷とき…９月８日㈯　午後２時～
▷ところ…本荘図書館児童閲覧室
▷内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居など
○９月の展示
・スポーツ特集「いよいよ開催わか杉国体！」（一般・児童）
○蔵書整理のための休館のお知らせ
　９月16日㈰～ 30日㈰は、図書館の蔵書整理のた
め、休館いたします。ご不便をおかけしますが、
ご協力よろしくお願いします。

◎岩城図書館　☎73－3673
○お話し会「星のひとみ」
▷とき…９月21日㈮　午後３時30分～
▷ところ…岩城図書館児童図書室
▷内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居など
○９月の展示
・作家「黒岩　重吾」特集
・月、天体、宇宙　特集
・絵本「五味　太郎」特集

◎由利図書館　☎53－2121
○９月の読みきかせ会
▷とき…９月29日㈯　午後２時～
▷ところ…由利図書館（幼児室）
▷内容…絵本の読み聞かせ、お話玉手箱など
○９月の展示
・ 「古代生物・恐竜の本」（児童）
・ 「日本のうた・こころの歌」（CD）

◎９月の図書館休館日
○本荘図書館　16日㈰～ 30日㈰              
○岩城図書館　３日㈪、10日㈪、17日㈪、
　　　　　　　18日㈫、23日㈰、24日㈪
○由利図書館　17日㈪、23日㈰

　建設現場で働く方々のために国が作った、業界全
体での退職金制度です。
加入できる事業主　建設業を営む人
対象となる労働者　建設業の現場で働く人
掛け金　日額310円
特　徴
・国の制度なので安全で確実なうえ、申し込み手続
　きも簡単です。
・経営事項審査で加点評価の対象となります。
・掛金の一部を国が助成します。
・掛け金は事業主負担となりますが、法人は損金、
　個人では必要経営として扱われ、税法上全額非課
　税となります。
・事業主が変わっても、退職金は企業間を通算して
　計算されます。
問い合わせ先　建退共秋田支部（☎018－823－5495、
　　ホームページhttp://www.kentaikyo.taisyokukin.
　　go.jp/）

　飲み放題のあまさぎワインと秋田由利牛、海の幸な
どに舌鼓を打ちながら、盛りだくさんのイベントをお
楽しみください。（ワイン飲み放題は規定の銘柄です）
と　き　９月16日㈰　午前11時30分～
ところ　高城城址公園（亀田小学校下）
　　　　※雨天時：亀田体育館
料　金　2,000円（抽選券とお食事券付き）
申し込み・問い合わせ先　ワインまつり実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎74－2100）

　法的トラブル解決のための制度や相談窓口を無料で
紹介します。資力の乏しい方には、予約により無料で
法律相談も行います。　

☎０５７０－０７８３７４（おなやみなし）
平日／午前９時～午後９時、土曜日／午前９時～午後５時

ホームページ　http://www.houterasu.or.jp
問い合わせ先　日本司法支援センター秋田地方事務所
　　 （法テラス秋田☎050－3383－5550）
※法テラスは、国によって設立された日本司法支援センターの愛称です。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

多
く
の
方
々
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
北
東
北
三
県
が

連
携
し
て
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
内
容　

写
真
・
標
語
共
通
テ
ー

　

マ
／
① 

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

　

ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」
に

　

つ
い
て 

②
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

　

活
躍
す
る
男
女
に
つ
い
て 

③
男

　

女
の
家
事
・
育
児
参
加
に
つ
い
て

▽
応
募
対
象　

北
東
北
三
県
（
青
森
・

　

秋
田
・
岩
手
）
に
居
住
し
て
い
る
人

▽
応
募
締
切　

９
月
28
日
㈮
必
着

▽
応
募
規
定　

他
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

　

募
し
て
い
な
い
未
発
表
の
自
作
品

　

に
限
り
ま
す
。
写
真
部
門
で
は
組

　

写
真
・
合
成
写
真
は
不
可
と
し
ま
す
。

▽
入
賞
点
数　
写
真
・
標
語
部
門
そ
れ

　
ぞ
れ
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点

　

 

（
入
賞
者
本
人
に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
表
し
ま
す
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
男
女

　

共
同
参
画
課
（
☎
０
１
８
―
８
６

　

０
―
１
５
５
５
）

▽
と
き　

９
月
18
日
㈫　

午
前
10
時
〜

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
で
58
歳
以
上
の
人

▽
年
会
費　

３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局 

（
☎
24
―

　

５
１
１
１
）

※
秋
田
銀
行
、
郵
便
局
、
秋
田
し
ん

　

せ
い
農
協
の
い
ず
れ
か
の
通
帳
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
、
本
荘
郵
便
局
は

民
営
化
に
よ
り
次
の
２
つ
の
会
社
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

（
こ
れ
ま
で

と
同
じ
店
舗
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
）。

本
荘
郵
便
局　

郵
便
（
窓
口
で
の

　

サ
ー
ビ
ス
）、
貯
金
、
保
険

郵
便
事
業
㈱
本
荘
支
店　

郵
便
（
集

　

荷
・
配
達
・
再
配
達
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
郵
便
局

　

 （
☎
22
―
０
３
０
０
）、
郵
便
事
業

　

㈱
本
荘
支
店（
☎
22
―
０
４
７
１
）

　

秋
田
自
動
車
道
、
琴
丘
能
代
道
路

な
ど
の
一
部
区
間
で
、
高
速
道
路
料

金
の
時
間
帯
料
金
割
引
の
社
会
実
験

を
実
施
中
で
す
。
割
引
対
象
車
両
は

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
車
で
、
時
間
帯
に
よ
り

３
〜
５
割
の
割
り
引
き
と
な
り
ま
す
。

こ
の
割
り
引
き
に
よ
り
、
対
象
区
間

と
並
行
す
る
一
般
道
路
の
渋
滞
緩
和

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（http//w

w
w
.thr.

m
lit.go.jp/akita/

）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
東

　

北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事

　

務
所
（
☎
０
１
８
―
８
２
３
―
４

　

１
６
７
）、
能
代
河
川
国
道
事
務

　

所
（
☎
０
１
８
５
―
７
０
―
１
０

　

０
１
）、
東
日
本
高
速
道
路
㈱
秋

　

田
管
理
事
務
所
（
☎
０
１
８
―
８

　

２
６
―
１
７
０
０
）、
県
道
路
課

　

 

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
２
４
８

　

４
）

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
、
天
気
の

良
い
日
に
映
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
気
象
条
件
に
よ
り
、
通

常
は
届
く
こ
と
の
な
い
電
波
が
飛
ん

で
き
て
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
妨
害
を

与
え
る
た
め
で
す
。

　

障
害
は
、
テ
レ
ビ
画
面
が
ブ
ロ
ッ

ク
ノ
イ
ズ
に
な
り
、
ひ
ど
い
と
き
は

全
く
映
ら
な
く
な
り
ま
す
。
時
間
は

数
十
分
の
時
も
あ
れ
ば
、
数
時
間
続

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
混
信
障
害
は
、
気
象
条
件
に

よ
り
発
生
す
る
も
の
で
す
の
で
、
障

害
が
発
生
し
て
い
る
間
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
地
上
デ

　

ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会
（
総
務

　

省
東
北
総
合
通
信
局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋

　

田
放
送
局
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
、

　

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
、
Ａ
Ａ
Ｂ
秋

　

田
朝
日
放
送
）

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
海
外
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
し
た
未
返
還
の
保
管
証
券
類

約
87
万
件
あ
ま
り
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

　

返
還
の
請
求
は
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お

気
付
き
の
場
合
は
、
最
寄
り
の
税
関

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
る

　

際
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に

　

預
け
た
通
貨
・
証
券

●
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

　

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）
や
満
州
（
瀋

　

陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）

　

に
あ
っ
た
在
外
公
館
、
日
本
人
自

　

治
会
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

　

の
う
ち
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も

　

の
。　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
船
川
税
関

　

支
署
（
☎
０
１
８
―
８
４
５
―
０

　

７
３
５
）

平成19年９月１日号 広報ゆりほんじょう

　集金や配達などによる
戸別訪問の際に、訪問者
が犬にかまれる事故が多
発しています。
　犬小屋の位置、首輪、
鎖などに配慮し、安全に
訪問できるようご協力く
ださい。

対象／おおむね小学４年生～中学３年生
練習／９月15日～毎週土曜日（午前９時30分～11時30分）
場所／水林競技場
参加料／無料（スポーツ傷害保険は個人負担で加入）
主催／本荘由利陸上競技協会
問い合わせ先／石川さん（市子吉出張所☎22－0425、
　　FAX27－1008）
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▽
と
き　

９
月
８
日
㈯　

午
後
４
時

　

〜
６
時

▽
と
こ
ろ　

南
極
広
場
水
上
ス
テ
ー

　

ジ（
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
前
）

　

※
雨
天
時
／
金
浦
小
学
校
体
育
館

▽
内
容　
　
「
吹
奏
楽
の
夕
べ
」（
に

　

か
ほ
市
）、「
航
空
自
衛
隊
北
部
航

　

空
音
楽
隊
」（
青
森
県
三
沢
市
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

２
０
０
７
南
極

　

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
（
白

　

瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
内
☎
38
―

　

３
７
６
５
）

　

 

「
秋
田
、
そ
の
未
来
〜
新
規
事
業

の
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る
！
県
大
の

挑
戦
と
そ
の
取
り
組
み
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と
き　

９
月
８
日
㈯
、
15
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

明
徳
館
ビ
ル
２
階
「
カ

　

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
」（
秋
田
市
）

▽
内
容　

 

「
秋
田
の
特
産
イ
ネ
と
ス

　

ギ
で
人
と
環
境
に
優
し
い
食
糧
生

　

産
を
！
」
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
大
学
企
画

　

・
広
報
本
部
企
画
チ
ー
ム
（
☎
０

　

１
８
―
８
７
２
―
１
５
０
０
）

敬
老
の
日

映
画
上
映
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
鳥
の
騎
士
団
」

①
10
時
30
分
〜
12
時
50
分
②
14
時
〜
16
時
20
分　

入
場
料
あ
り
ア

国
体
会
場
準
備　

８
時
〜
21
時
（
〜
22
日
）
総

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」（
場
所
／
文
化
会
館
地
下
会

議
室
）　

10
時
〜
13
時
公

第
12
回
ア
イ
・
ア
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
絵
画
展　

13
時
〜
17
時

地
下
会
議
室
（
〜
24
日
）
文

わ
ら
び
座
「
義
経
」
本
荘
公
演　

18
時
30
分
〜
20
時
20
分

前
売
４
千
円
、
当
日
４
千
500
円
文文

秋
分
の
日

国
体
総
合
予
行
（
第
１
次
）　

８
時
〜
21
時

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会　

14
時
〜
15
時
30
分

登
録
料
あ
り

来
生
た
か
お 

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ　

18
時
〜
21
時

当
日
４
千
500
円
、
会
員
４
千
円

由
利
本
荘
の
山
を
踏
破
し
よ
う
「
八
塩
山
」　

９
時
30
分
〜
15
時

総

ア

公

振
替
休
日

国
体
会
場
準
備　

８
時
〜
21
時
（
〜
29
日
）
総

第
60
回
児
水
会
展　

10
時
〜
17
時　

地
下
会
議
室
（
〜
30
日
）
文

時間　午前８時45分～受付、午前９時～開会式、
　　午前９時20分～スタート　※雨天決行
コース　矢島駅～フォレスタ鳥海（約10㎞）
内容　各チェックポイント（第１チェックポイン
　　トはおばこ号の車内にあります）で問題を解
　　きながら歩き、正答と基準タイムの得点で順
　　位を決定。ゴールの後は、フォレスタ鳥海の
　　お湯で汗を流してください。
参加料　高校生以上1,000円、小・中学生500円
　　 (保険料含む)
対象・定員　小学生以上先着50グループ、100人以内
※１グループ２～５名以内とします。１名での参
　加はできません。中学生以下のみのグループは、
　保護者が別のグループで参加するなど、その行
　動に一切の責任を持てる場合に限り参加を認め
　ます。
参加要件　羽後本荘駅午前８時６分発の鳥海山ろ
　　く線「おばこ号」に乗車(途中の駅からの乗車
　　も可)し、矢島駅に集合できる健康な方
賞品　１位　フォレスタ鳥海施設利用券
　　　２位　ペンション四季宿泊券
　　　３位　ログハウス宿泊券
※そのほか特別賞や、全員に参加賞があります。
持ち物　昼食、飲み物、雨具、着替えなど
申し込み　９月14日㈮まで、本荘・矢島・由利・鳥海の各
　　総合支所振興課、由利高原鉄道本荘駅・前郷駅・矢島駅
　　に備え付けの申込書に記入のうえ、参加料を添えてお申
　　し込みください。
問い合わせ先　由利高原鉄道㈱（☎56―2736、ホームペー
　　ジ http://www.ybnet.jp/~yurirw/）
※午後２時からの閉会式終了後は、バスにて矢島駅まで送迎 
　します。また、午後２時55分発のおばこ号を無料で利用
　できます。

９月23日（日・秋分の日）は
おばこ号に乗って
矢島駅に集合しよう！

西目公民館「シーガル」
金田一 秀 穂 さん
「おもしろ日本語」～世界一受けたい授業～

西目公民館「シーガル」（☎33－2315）

※整理券を配布中です。無　料

国
体
総
合
予
行
（
第
２
次
）　

８
時
〜
21
時

第
20
回
鈴
木
ピ
ア
ノ
教
室　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

13
時
30
分
〜
16
時
文

総

▽
と
き　

９
月
７
日
㈮　

午
前
9
時

　

30
分
〜
10
時
受
付
（
終
了
は
正
午

　

ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

▽
と
こ
ろ　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

子
育
て
中
の
方
、
関
心
の

　

あ
る
方
、
先
着
30
組

▽
内
容　

・ 

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
美
し
く
健
康
に
〜
」

　

講
師　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
イ
ン

　

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
高
橋
美
香
子
さ
ん

・ 

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

　

講
師　

㈲
ほ
る
ぷ
新
社
・
小
野
聡

　

さ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22
―
１

　

８
３
４
）　

　

今
年
の
テ
ー
マ
「
膝
・
腰
の
痛
み
」

に
つ
い
て
、
専
門
医
が
分
か
り
や
す

く
講
演
し
ま
す
。
聴
講
は
無
料
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と
き　

9
月
15
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
〜
開
場
、
2
時
〜
開
演

▽
と
こ
ろ　

本
荘
文
化
会
館

▽
講
師

・
本
間
記
念
仙
台
北
整
形
外
科
院
長

　

杉
田
健
彦
先
生

・
仙
台
整
形
外
科
病
院
院
長　

佐
藤

　

哲
朗
先
生

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
医
師

　

会
事
務
局
（
☎
22
―
４
０
８
５
）

　

ま
た
は
市
健
康
管
理
課
（
☎
22
―

　

１
８
３
４
）

乙
種
第
４
類

▽
と
き　

９
月
27
日
㈭
、
28
日
㈮

▽
と
こ
ろ　

大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ

　

ン
タ
ー

▽
と
き　

10
月
２
日
㈫
、
３
日
㈬

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
と
き　

10
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰

▽
と
こ
ろ　

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

分
館
「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
」

丙　
　

種

▽
と
き　

10
月
14
日
㈰

▽
と
こ
ろ　

秋
田
市
文
化
会
館

▽
各
種
の
試
験
日　

11
月
11
日        

▽
各
講
習
会
の
申
込
書
配
布
・
問
い

　

合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課

　

 

（
☎
22
―
４
２
８
２
）、
本
荘
消

　

防
署
（
☎
22
―
０
０
１
１
）、
矢

　

島
消
防
署
（
☎
55
―
2
1
1
1
）、

　

お
よ
び
各
分
署

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
と
き　

 

〔
第
１
種
〕
10
月
16
日
㈫

　

〜
18
日
㈭
、〔
第
２
種
〕
10
月
23

　

日
㈫
〜
25
日
㈭

▽
と
こ
ろ　

ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
（
秋

　

田
市
山
王
４
―
２
―
12
）

▽
受
講
料　

３
万
３
千
80
円

▽
申
し
込
み　

９
月
３
日
㈪
〜
21
日

　

㈮
ま
で
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

〒
010
―
０
０
０
１　

秋
田
市
中
通
６

　

丁
目
７
―
９　

㈳
秋
田
県
消
防
設

　

備
保
守
協
会
（
☎
０
１
８
―
８
３

　

５
―
５
８
８
０
）

平成19年９月１日号 広報ゆりほんじょう

ア

総

由
利
本
荘
市
に
か
ほ
市
ス
ポ
少
種
目
別
交
流
会
（
卓
球
）

８
時
〜
20
時

第
28
回
市
民
ボ
ー
ト
大
会
「
子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
２
０
０
７
」　

８
時
〜

文

第
２
回
由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
大
会　

13
時
30
分
〜
16
時
10
分

整
理
券
あ
り

ア

映
画
上
映
「
プ
ラ
イ
ド
IN
ブ
ル
ー
」　

①
14
時
〜
15
時
30
分 

②
16
時
30
分

〜
18
時
③
19
時
〜
20
時
30
分　

入
場
料
あ
り

文

猪
股
正
太
郎
先
生
遺
作
展　

９
時
〜
17
時　

地
下
会
議
室
（
〜
９
日
）

総
合
体
育
館　

休
館
日

文

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
年
金
友
の
会
総
会　

14
時
〜
16
時
30
分 文

第
49
回
本
荘
由
利
地
区
吹
奏
楽
祭　

14
時
〜
16
時
30
分　

300
円

総

秋
田
わ
か
杉
国
体　

炬
火
リ
レ
ー
、
国
体
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

８
時
〜
17
時

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

９
時
〜
15
時　

無
料

第
31
回
由
利
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

14
時
〜
16
時　

999
円

ア

文

総
合
体
育
館　

一
般
開
放
日　

９
時
〜
21
時
総

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会　

18
時
〜
19
時
30
分

登
録
料
あ
り

芸
術
鑑
賞
教
室　

中
学
生　

琉
球
伝
統
芸
能
「
ネ
ー
ネ
ー
ズ
」
２
回
公
演

①
９
時
30
分
〜
11
時
②
13
時
30
分
〜
15
時

ア

文

芸
術
鑑
賞
教
室　

中
学
生　

琉
球
伝
統
芸
能
「
ネ
ー
ネ
ー
ズ
」

９
時
30
分
〜
11
時
文

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
会
「
ぽ
ぽ
ろ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
2
0
0
7
」

８
時
〜
18
時
（
〜
16
日
）

第
26
回
由
利
本
荘
に
か
ほ
市
民
医
学
講
座　

14
時
〜
16
時
30
分

第
35
回
科
学
作
品
展　

９
時
〜
17
時　

地
下
会
議
室
（
〜
16
日
）

総

文文

　400年以上の歴史
を持つ矢島神明社の
祭典。五穀豊穣を祝
い、人々の無病息災
を願う矢島地域最大
のお祭りです。
　宵宮には神楽太鼓
の音が響き、祭り当
日には６丁の山車が
みこしとともに町内
を練り歩きます。
◆時間　８日：午後６時50分～
　　　　９日：午前９時45分～
◆会場　矢島地域一円
◆問い合わせ先
　市商工会矢島支所（☎56－2206）



　　　　　　　　　　　
■９月の健康相談
内容　血圧測定、生活習慣病予防、
その他
時間　午前９時30分～ 11時30分

■「湯ったりほのぼの教室」へ
　お気軽にどうぞ
日時　９月26日㈬　午前９時～
場所　鶴舞温泉　中広間
内容　健康相談（午前９時～11時30
分）、ＡＤＬ高齢者体操（午前10時～
11時）
参加料　無料
■「骨粗しょう症予防教室」のお知らせ
　骨量は、加齢とともに減少するた
め、骨がスカスカになり、骨折しや
すくなるなど、骨粗しょう症のさま
ざまな症状が出てきてしまいます。
　骨粗しょう症を予防し、生き生き
した生活をするために、予防法につ
いて楽しく学んでみませんか？
日時　９月13日㈭　受付：午後１時～
１時20分（午後３時40分頃終了予定）
場所　本荘保健センター
内容　骨粗しょう症予防のための食
事と運動（講演会と軽体操）
講師　フリートレーナー　坂本裕子
さん、市栄養士
持ち物など　タオル１本、水分補給
用の飲み物１本
※動きやすい服装と靴でお出でくだ
　さい。
※先月実施した骨粗しょう症検診を
　受けた方には、当日検診結果をお
　渡しします。
申し込み・問い合わせ先　健康管理課

（☎22－1834）
■児童館土曜教室　ミニ運動会

日時　９月８日㈯　午前10時～正午
場所　本荘中央児童館
内容　リレー、宝さがしほか
参加料　無料
問い合わせ先　本荘中央児童館

（☎22－3489）

Yurihonjo city public Relations.  2007

日
12日㈬

20日㈭

25日㈫
26日㈬
27日㈭

場　　　所
松ヶ崎基幹集落センター
石沢生活改善センター
北内越公民館
子吉公民館
南内越公民館
小友公民館

　本荘地域　法地区にこのほど、宝くじのコミュ
ニティ助成事業により「　法プール公衆便所」が
建設されました。
　この事業は、宝くじの事業収入を財源とし、コ
ミュニティ活動などの促進を図り、地域の連帯感
に基づく自治意識を盛り上げることを目的として、
㈶自治総合センターにより行われています。
　　法プールや遊園地は、地域の人々の健康増進
やいこいの場として活用されています。今回建設
された公衆便所は、利用者の快適な地域活動をよ
り一層支援する施設として期待されます。

平成19年度北東北地域連携軸構想推進フォーラムin奥州
平泉の文化遺産フォーラム・世界遺産公開対談

入　場　無　料
　　　　　９月８日㈯　午後１時30分～４時
　　　　　奥州市役所江刺総合支所多目的ホール（岩手県）
　　　　　＊オープニングアトラクション「川西大念仏剣舞」
　　　　　＊対談「平泉・浄土思想・文化的景観」
　　　　　　中尊寺仏教文化研究所所長　佐々木邦世さん
　　　　　　福島大学名誉教授　工藤雅樹さん　
　　　　　＊質疑応答
　　　　　　　　岩手県奥州市企画調整課（☎0197－24－2111）

■本荘郷土資料館
　「土・日曜日」休館のお知らせ
　本荘郷土資料館では、企画展の展
示替えのため、９月１日㈯から９日
㈰まで、土・日曜日を休館します。
常設展「本荘の文化と歴史展」「本
荘刺し子展」は、平日のみ開館して
おりますので（入館無料）どうぞご
来館ください。
※９月15日㈯以降は土・日・祝日
　も開館します。
問い合わせ先　本荘郷土資料館

（☎24－3570）

■みんなで行こう！
　「鳥海高原南由利原コスモスまつり」
日時　９月16日㈰　午前10時30分～
午後２時
場所　南由利原青少年旅行村

野外ステージ
内容　野外コンサート（正午～）、
出店／豚汁や牛ソーセージ、牛串、
ジャンボ焼き鳥など（午前10時30
分～午後１時30分）、ミニゲーム
／変形自転車レース（先着100人
程度）、グラウンドゴルフ大会（先
着40人程度）など
※雨天の場合イベントは中止します。
問い合わせ先　産業課

（☎53－2114）
当日の開催状況の確認　南由利原青
少年旅行村管理棟（☎53－2126）

■公共施設休館日（９月上旬）
青少年ホーム　９日㈰、日曜・祝日
の午後５時以降
問い合わせ先　生涯学習課（☎56－
2203）
寿康苑（☎56－2940）
　　　　　　　２日㈰、10日㈪

■「りんごまつり」へどうぞ！

期間　９月９日㈰～ 11月11日㈰
場所　「道の駅にしめ」イベント広場
内容　期間中の第２・第４日曜日は、
西目地域特産品「わい化りんご」の
生産者による直売を実施。りんご皮
むき競争、重量当てクイズも同時に
開催します。
問い合わせ先　道の駅周辺イベント
実行委員会（道の駅にしめ☎33－42
60）
■西目保育園「ふれあい保育」に
　遊びに来てね！
　お子さんを保育園でのびのびと遊
ばせてみませんか。今月は「なかよ
し集会」を行います。
日時　９月19日㈬　午前９時40分～
11時
場所　西目保育園
対象　０歳～３歳の未就園の子ども
と保護者
問い合わせ先　西目保育園（☎33－
2022）
■西目保健センター　９月の開放日
　子育て中のお母さんとお子さんが
広いスペースで思いっきり親子のふ
れあいが持てるように、集団指導室
を開放しています。楽しい遊具も準
備しています。
開放日　３日㈪、７日㈮、12日㈬、
14日㈮、21日㈮、25日㈫
時間　午前10時～午後３時
問い合わせ先　西目保健センター

（☎33－3983）
■親子のスキンシップ教室
日時　９月26日㈬　午前10時～
場所　西目保健センター
対象　生後２カ月児からの親子
持ち物　バスタオル
■かしわ温泉健康相談
日時　９月27日㈭　午前10時～

■「鳥海地域敬老会」に
　ご参加ください
日時　９月15日㈯　午前11時～
場所　鳥海トレーニングセンター
対象　昭和７年４月１日以前に生ま
れた方
問い合わせ先　福祉保健課

（☎ 57－3501）
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■フリーマーケット「水辺のまち市場」
日時　９月９日㈰　午前９時～午後
３時（雨天中止）
場所　アクアパル南側正面広場（屋
外40区画・１区画＝約１坪）
内容　不用になった日用雑貨、衣類、
書籍など
出店料　無料
申し込み　９月６日㈭までアクアパルへ
■フィットネスジム登録講習会
日時　９月12日㈬　午後６時～、
23日㈰　午後２時～
場所　アクアパル
定員　先着25人
年会費　一般3,150円、学生1,575円

（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお
　申し込みください。
■国体カヌー競技会場を

みんなできれいに―
　「子吉川クリーンアップ」にご参
　加ください
　軍手などは、事務局で準備します。
日時　９月９日㈰　午前７時30分～
８時30分
※小雨決行（実施の場合は午前７時
　にのろしで合図します）
集合場所　友水公園（アクアパル裏）
問い合わせ先　子吉川市民会議

（アクアパル内☎22－5611）
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　「市民伝言板」は、主に公
共施設で開催するグループや
サークル活動、行事やお知ら
せにご利用いただけます。市
全域にお知らせしたい場合に
ご活用ください。
■原稿のお申し込みは
　電子メール、ファクシミリ、
直接当課に持参のいずれかに
より、掲載を希望する号の締
め切り日必着で提出してくだ
さい。（締め切りは「市民伝
言板」のコーナーに記載）連
絡先（氏名・電話番号・ファッ
クス番号など）を必ず明記し
てください。
■掲載できない場合もあります
　「営利を目的とする催し、
またはこれに類するもの」
「発行日から３日以内に開か
れる行事」は掲載できません。
紙面の都合などにより、要点
を抜粋して掲載する場合もあ
りますので、ご了承願います。
また、同一内容の再掲依頼は
ご遠慮ください。
■ホームページにも掲載されます
　広報紙に掲載された情報は、
紙面をそのままデータ化し、
市ホームページにも掲載され
ます。
■問い合わせ先
広報広聴課（☎24－6237）

小松長エ門氏（旧大内町功労者・小栗山）は、
８月８日永眠されました。氏は、昭和37年か
らの５年間を始めとして、平成元年までの間
通算17年、４度にわたり旧石橋町内会長を務
められ、行政と住民のパイプ役として地方自
治の推進に寄与されました。また、昭和35年
から平成２年までは林野巡視員として、市有
財産の造成に貢献されました。昭和53年旧大
内町自治功労表彰。87歳。

東海林讓氏（旧大内町功労者・岩野目沢）は、
８月15日永眠されました。氏は、昭和54年か
ら平成元年までの10年間、楢渕町内会長を務
められ、行政と住民のパイプ役として地方自
治の推進に寄与されました。平成元年旧大内
町自治功労表彰。82歳。

石　垣　ヤスノさん（82歳）藤崎
須　田　ミ　ヨさん（93歳）石脇
金　森　康　子さん（64歳）石脇
今　野　ヨシヱさん（85歳）石脇
三　浦　ナツヨさん（94歳）石脇
斉　藤　　　清さん（73歳）大鍬町
　　橋　和　夫さん（71歳）片町
金　子　　　テさん（82歳）石脇
佐　藤　　　聰さん（85歳）松ヶ崎
小　関　公　昌さん（86歳）石脇
佐　藤　孝　志さん（56歳）出戸町

東海林　レ　イさん（89歳）川口
木　内　　　弘さん（72歳）石脇
阿　部　千代子さん（86歳）中梵天
斉　藤　ア　キさん（81歳）二十六木
冨　樫　俊　郎さん（84歳）薬師堂
木　村　キヤウさん（84歳）矢島町元町
木　村　昭二郎さん（80歳）矢島町立石
佐　藤　タ　ヱさん（83歳）矢島町坂之下
佐　藤　ミツヱさん（96歳）岩城亀田愛宕町
伊　藤　正太郎さん（95歳）岩城亀田大町
小　寺　ト　ミさん（75歳）前郷
伊　藤　フ　ヂさん（96歳）及位
伊　藤　テ　ルさん（83歳）中田代
佐々木　喜　一さん（92歳）小栗山
庄　司　ミ　ヨさん（84歳）　　岡
伊　藤　フヂミさん（81歳）岩谷町
大　庭　喜一郎さん（53歳）東由利宿
遠　藤　イ　トさん（84歳）東由利法内
佐　藤　　　忍さん（22歳）東由利老方
佐　藤　安太郎さん（76歳）西目町沼田
鷹　島　正　男さん（77歳）西目町沼田
佐　藤　正　男さん（84歳）西目町出戸
齋　藤　正次郎さん（88歳）西目町西目
小　沼　留　藏さん（88歳）鳥海町上笹子
鈴　木　鈴　子さん（75歳）鳥海町上笹子
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■ 「コアラちゃん教室」に参加しませんか
　未就園児が幼稚園の子どもたちと交流す
る会です。子育ての相談も行っています。
▷とき…９月７日㈮、11月22日㈭、12月19
　　日㈬、平成20年１月18日㈮、２月１日
　　㈮　いずれも午前10時～ 11時30分
▷ところ…本荘カトリック幼稚園
※駐車は幼稚園向かいの運動場へ。
▷対象…０歳～就園前の乳幼児と保護者
▷持ち物…内ズック、帽子、着替え
▷お問い合わせ…本荘カトリック幼稚園
　　 （☎22－2068） 
■第８回愛和ケアリフォームセミナーを開催
　休憩時間には、プチコンサートもあります。
▷とき…９月８日㈯  午後０時40分～３時55分
▷ところ…アクアパル　　▷定員…100人
▷参加料…無料（お茶・お菓子付き）
▷申し込み・お問い合わせ…９月５日㈬ま
　　で、愛和商事・渡辺さん（☎22－7557）
■秋田合唱団と歌う「うたごえ由利本荘Weve12」
▷とき…９月８日㈯  午後１時30分～３時30分
▷ところ…天鷺村　　▷参加料…500円
▷お問い合せ…黒田さん（☎28－2974）

■ 「第31回由利吹奏楽団定期演奏会」へどうぞ
▷とき…９月９日㈰  午後１時30分開場、
　　２時開演　　▷ところ…本荘文化会館
▷入場料…999円　※小学生以下無料
▷構成…第１部／クラシック・ステージ、
　　第２部／ Big Band Jazz・ステージ、
　　第３部／ポップス・ステージ
▷お問い合わせ…三浦さん（☎74－6625）
■ 『ゴミの「ポイ捨て」を考える会』参加者募集
　国体開催に伴い、国体会場に通じる道路
・観光地でゴミの回収を行います。
▷とき…９月９日㈰  午前10時～ 11時30分
▷集合…午前９時45分にひばり荘（にかほ市）へ
▷参加料…無料
▷お問い合わせ…高橋さん（☎65－3076）
■ 「ひなた」への参加者を募集しています
  ひきこもりなど、人間関係に悩みを持つ
若者たちの集いです。
▷とき…９月13日㈭、29日㈯  午後１時30分～５時
▷ところ…本荘勤労青少年ホーム
▷お問い合わせ…三浦さん（☎23－2192）
■本荘子育て支援センター「あいあい」
　 「ちびっこ運動会」へどうぞ
▷とき…９月20日㈭  午前10時～ 11時
▷ところ…本荘公園正面広場（ステージ前集合）
※雨天時は石脇体育館（郷土資料館隣り）
▷内容…ちびっ子体操、みんなでよーいど
　　ん、トンネルくぐりなど
▷参加料…無料
▷申し込み・お問い合わせ…９月14日㈮ま
　　で、本荘子育て支援センター「あいあ
　　い」（☎28－5535）

　 「わくわく子ども
キャンプ」が８月７
日と８日に行われ、
矢島地域の子どもた
ち15人が参加して、
鳥海山ろくの大自然
の中さまざまな野外
活動を体験しました。
　子どもたちは、花
立牧場公園での魚釣
りやゴムボート、法
体の滝キャンプ場で
のテントの設営や炊
事、夜のキャンプファ
イヤーなど、思い出
に残る夏休みの２日
間を過ごしたようで
した。

　池田薬品商事㈱で
はＡＥＤ （半自動除細
動器）を寄贈してく
ださいました。市役
所の市民ホールに備
え付けています。（写
真・使用方法を説明
するメーカーの方）
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　　橋　真　歩ちゃん（広明さん）石脇
佐久間　柚　妃ちゃん（智理さん）薬師堂
齊　藤　凪　音ちゃん（ 亮 さん）薬師堂
加　藤　みのりちゃん（光一さん）大鍬町
渡　部　結芽理ちゃん（昌也さん）川口
伊　東　佑　樹ちゃん（ 広 さん）石脇
井　口　和　花ちゃん（ 真 さん）石脇
熊　谷　怜　治ちゃん（誠治さん）東町
佐　藤　隼　琉ちゃん（広之さん）滝ノ沢
鷹　照　美　宇ちゃん（賢裕さん）土谷

塚　本　尚　之ちゃん（英之さん）石脇
松　田　楓　生ちゃん（芳明さん）川口
伊　藤　俊　介ちゃん（政義さん）赤田
佐　藤　隆　晃ちゃん（ 隆 さん）芦川
阿　部　頼　音ちゃん（健太郎さん）御門
鈴　木　朱　凛ちゃん（ 淳 さん）南ノ股
三　浦　樹　蘭ちゃん（直樹さん）矢島町川辺
豊　島　柚　月ちゃん（紳矢さん）矢島町七日町
佐々木　汰　朗ちゃん（弘樹さん）岩城内道川
工　藤　愛　奈ちゃん（祐喜さん）岩城亀田最上町
三　浦　　　晴ちゃん（ 信 さん）森子
初　瀬　結　月ちゃん（伸宜さん）岩谷町
小　野　大　輝ちゃん（一也さん）東由利老方
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